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凡ソ農作物ヲ栽培ス JVニ嘗 Y連年同一作物ヲ同一ノ土地ユ栽培

スノV トキ J、一般ユ不頁ノ結果ヲ来ス事 J、従来ノ試験結果=ョタ明

カナノレ事賃ナ 9ナレド作物ノ種類=ョ 9其ノ収量品質上二受クノV

影響又一様ナラザノ'V，...，."吾人ノ容易=思考ジ得 lV所ナ 9本皐農場ユ

於ア J、北海道ニ於ケノν重要畑作物ノ連作品ヨ P牧畳並=品質上品

如何ナノレ影響ヲ受グノレ毛ノナノV ヤ叉無肥料ナノV ト施肥セノV ユヨ 9

ント欲シ明治舟五年其ノ試，駿ヲ開始ジ影響=差アノレャ否ャヲ知ラ

今日向之ヲ纏績中ナノνヌf今同試験開始ョタ昭和二年ニ至ノレ連作二

十五ヶ年間ノ試験成積ア纏メ之 νヲ議表セント λ
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第 二章 供試作物ノ栽培方法

第一節 作物J種類反品種

本試験=供セノV 作物 J、北海道=於ケノレ畑作物中重要ナゾV モノヲ

選ピ穀類トジア J、大要黍及ピ之 ν ニ類スノV 務委特用作物トジア J、

亜麻及ピ套苔，喪主類トジアノ、大豆及ピ小豆，根塊類トジア J、馬鈴薯

ヲ用;73た=各作物ノ品種=就ア J、各作物共北海道ノ栽培=趨スノV

品種ヲ一貫ジア栽培スノV ヲ原則トセノV;{:作物ノ種類ユヨツア J、病

虫害其ノ他ノ関係上中途ョ 9品種ヲ琵頁ス y ノ止ムヲ得ザノV エ至

レノV 場合少カラズ初年度ョ 9現在=至ノ'v""V' デノ栽培品種ヲ年度別

品ジア表示ス ν J"究1ノ如ジ

各年度別栽培品格名表

同ケ官三十五年ユ十 l ニ十 1 ニ十\~十|四十年
六年七年八年九年

第二次五ヶ年 l 

凶十i哩十|些十|凶十|大』巳
一年一年コ年四年元年

亜麻」南ヒlロVヤ 4少 グ ベ"'0¥'- 一披 ロジヤ|;古品 - ~庭 タ 一 9 if-

大 霊長 ゴ-11-ヂ タ グ 4シ タ タ 4少 4少 9 9 4少ンノロン

三雲 苔 春 ii)j グ タ 4少 // ，;， グ 4少 グ 4少 タ

馬鈴薯 へプロン 4少 タ 4少 タ ス/- アー・リー へプロシ タ アリー 4シフレーキ ロース ローズ

二t" 丘L i示爽 グ グ タ タ 1ml子 赤爽 グ 元 si赤茶 4シ

五L 丸薬 タ t， 4シ グ 。 剣先 丸薬 4シ グ グ

黍 白 。 グ 早生鍾 中生種 4シ tレツト 中生経 タ タ グ

務 姿 普沼鍾 夏 1盈 4少 シル，{~
// グ 4少 グ 4少 グ

"''<ーン

第 三次… 1 第一… 第五次五ヶ年

25|三平!四年|五年!大年 七年|八年|九5pI十年|な 十一!十二|十凶|十五|制11勾三 年年年二年
ヘルギ干

タ // 4シ 4少 。 タ d少 4少 タ タ タ タ鴎

4七三思考函 911'- 4シ 4少 // 11 // 4少 グ タ ク 9 4少 グ グ タ

~..f l}- 4少 4シ // グ 4少 4シ グ タ タ グ 4シ 4少 グ // 

恭二鋭 タ グ タ ググ 4少 // タ 4シ タ グ タ 4少 タ

7'-リー
グ グ タ 4シ タ // タ タ グ 4少 タ ク タローズ

，少

赤爽 4シ タ 4少 グ タ 4ク タ 4シ タ グ // グ タ
イク

:J.c， 薬 4シ ~ グ 4シ 4少 グ タ 4少 4少 ク 4シ 4少 タ

中生種
話少

グ // グ グ 4少 グ ~ タ グ グ グ グ タ

ミシルバー
4少

スキーン グ // 4少 グ タ 4シ 4シ 。 グ
// 
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第二節 栽培地反栽培面積

本試験ヲ行へ JV土地 ρ 北海道帝間大皐農皐部附属第一農場試験

園ノ一部ニシア土質 J、砂質壌土ナ 90

栽培面積 ρ 一種類ノ作物=就キ六坪トス即チ横六尺縦三十六尺

ノ長方形ノ直書1] トス。而ジアー尺ノ歩道ヲへダア入直ヲ並列セジム

如斯八匡並列セノV 毛ノ二区劃設ケーヅ J、施肥料匿他ノーヅ J、無肥

料医トセ 9又亜麻栽培直ノミ川大正元年度ヨ 9施肥料直無肥料直

共ニ南北二区=匝別シ何レ毛一区劃ヲ三坪宛トセタ其ノ略国ヲ示

サバ下詑ノ如ジo

占王

馬
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薯
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務 ィ、 大 若宮
=益"施

肥

料

医

無

肥

料

区

北

↑

I
l
l
-
-

黍

要F 万，
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第三節 耕種概要

第ー項種 子

本試験ユ供セノV 各作物種子，、亜麻ノミ J、施肥無肥雨匡共ユ其ノ

北区エ J、大正元年度ョヲ施肥北区ユ生産セノレ毛ノヲ用ヒ南直品川

其ノ他ノ作物ト同様ニ本皐農場試作図ノ他ノ栽培地=生産セノV 毛

ノヲ用ヒタ 90 而ジア是等種子 J、何 ν 毛充分精選セノV 毛ノヲ用フ。

第二項整 地

試験地 J、前節エ連ペタノν71如クー程ノ作物ユツキ六坪ノ長方形

ユ直劃ジ併モ各作物ヲ並列ジア栽培セノV ガ局メ整地 J、充分ノ注意

ヲ排ヒ隣接医トノ土壌ノ混合ヲ可及的=避クノV'::' ツトメタ 9
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ノ場合ユ毛有歯「スベー F'Jヲ用ヒ入力=ア丁寧之 ν ヲ耕起 v然 lV後

充分ュ土塊ヲ破砕まノ「 νーキJ"'"アカキナラジ出来得ノV 限 9周到二

整地ス。

播種友植付距離第三項

播種 J、各作物共夫々ノ遁期ヲ選ピ。之ヲ行フ播a種ノ方法及播種量

等 J、何 νモ普通一般ノ方法=準擦ジア行ヒタ1).即チ亜廊，、反宮八

ヲi ノ割合品撒播ジ大要 J、反嘗四升五合，套苔 J、六合，黍 J、六合，蕎~..、

六升ノ割合=何レ毛畦幅二尺ノ 11葉措トセ1).馬鈴薯，、畦間三尺，株間

一尺五寸p大豆 J、畦間二尺，株間一尺，小豆 J、畦問二尺，株間八寸=黙播

A。

料ß~ 第四項

本試験=於ア J、施肥料直ト無肥料区トヲ設グタノV 事ノ、上述セ lV

所ナノV モ施肥料匡=用ヒタノV肥料ノ種類及ピ用量，、失ノ如、ンO

人糞一石五牛、過燐酸石灰四賀

過燐段石茨五貫、木友五貫、鯨粕六賞、人糞一石

過燐酸石友五貫‘木炭五貫、人糞一石四斗〈迫肥一石六斗〉

厩肥六百買、過燐酸石灰五貫

過燐酸石茨五貫、木友二十貫、厩肥百貫

過燐酸石灰五貫、木友二十賞、厩!氾百貫

遁燐酸石決五買、木1R十賞、人糞一石

過燐酸石友五賞、木灰四貫、人糞ー石六2ト

C反1it施肥畳〉

蹴
・
多
苔
前
者
豆
豆

黍

喜容

鈴

亜

大

萎

馬

大

小

蕎

理戸耳
目第五項

栽培中ニ於ケノV 各作物ノ管理トジア J、間引除草中耕培士等一般

ノ栽培=準擦ジア之レヲ行フ。叩チ套苔，大豆，黍等 J、週期=間引キ除

草川主f..=.ョ 9異ノV 所アノレモ少グ毛一同 J、之レヲ行ア。中耕培士等モ

同様少ク毛一同 J、行フ。

穫牧第六項

牧穫 J、各作物ノ股穫適期=至 P普通ノ方法=ア行フ。upチ亜麻，大

豆，小豆等 J、抜キ取 Y馬鈴薯 J、塊茎ヲ堀 9窒，、之レヲ取 9去 JV毛其
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ノ他ノ大~，套苔，黍，蕎要等 ρ 地上部ヨ 9 刈 9 取ツア牧穫ス。而ジア馬

鈴薯 J、附着セノV 土塊ヲ充分=取 9去ツア後其ノ他ノ作物 J、牧穫後

一定期間日乾ジア充分乾燥セノV 後之 ν ヲ脱粒ジア窒稗種賞ヲ夫々

秤量ジア牧量ヲ調査ス。

第四節 病虫鳥害ノ関係

本試験=於ア最毛著ジク病害ヲ蒙 ν }V .>、 E麻ノ立枯病ナ 9普通

穂子使用医(南区)...、連年立枯病ュ犯すレ特=初期ノ第三年目ニ於

7" ...、牧穫皆無ノ朕態ヲ呈セ 9‘現在=於アモ相官被害ヲ受ケヅ、ア

!v毛幾分カノ牧穫 J、暴グ符.之 ν ュ反ジア大正元年度ヨ 9供試セノV

抵抗性育成穂 J、立がi病ニ犯サグノV コト少ク雨者ノ比較，、成績表=

示スガ如ジ。叉黍蕎~...、登熟時期ノ関係上烏害甚ジク夫々趨官ノ方

法=ョ 9防除ニ努力セノV 毛向年々多少ノ被害ヲ菟 ν ズ故ユ成績中

ノ牧量，、杢然正確ナノν毛ノト言ヒ得ずノv"7 g童'11:長トスコ

第三章 試験結果

前章記載ノ方法ニヨリ栽培セノV 各種作物ノ牧畳並=品質ユ就ア

ノ試験結果ヲ記述セバ次ノ如シ。

第ー節牧 量

明治 Jlt六年連作第一究以降昭和二年連作第二十五失ニ至ノV 二十

五年間ニ於ケノV毎年ノ牧量ヲ調査シ而シア最初ノ五ヶ年(自明治)11-

六年至明治四 O 年)ノ平均牧量ヲ i，~ 準トジ之レ=第二弐(自明治四一

年至同四五年)第三次(白大正二年至同六年)第四次f自大正七年至同一

一年)第五次(白大正一二年至年和二年)ノ各五ヶ年毎ノ平均牧量ヲ比

較ジア以ア其ノ牧呈=及ポセノV 連作ノ影響ヲ顕ハス事トセ 9今各

作物=就キ之レヲ記述スレバラたノ如ジo

第一項 E 麻

亜麻 J、最ぜ連作ヲ忌ム作物タノV 云トハ既=周知ノ事寅タ 9本皐
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ニ於ケノV 試験ノ結果ニヨノV 毛連作スノν トキ J、立枯病ノ被害甚ジク

連作五一六年 a ジテ収穫非常=減少ヲ来セヲ。然 1〆ド毛本皐ノ試験

ニ於ア特=注目スイキ J、連作第十年目ヨタ立枯病=劉ジア，抵抗力

強キ育成種ヲ選山 V ア連作セ lV結果比較的連作品堪へ其ノ生育股

態 J、普通種ヲ連作セノV 毛ノユ比ジ頗 lV瓦好ナノV ノ勲ナ人今本皐ニ

於ケノν試験結果ヲ五ヶ年毎ノ平均反宮股量ユア示サバ失ノ第ー表

及第二表ノ如 γ。

第一表

亜麻毎五ヶ年平均取量(反蛍換算〉

V7L三|最初ノ 第二次 第三次 第四次 第五次
五ケ年 五ヶ年 ヨ五ヶ年 五ヶ年 五ヶ年

石 .50:'; .178 
.054 .072 

程

BIT. 
.241 .232 .274 

.171 .208 
資 .491 .320 

.470 .499 .606 

rr 63.5 
6.8 5.6 

23.6 
28.6 30.6 31.7 

蹴 玄
15.7 12.6 

63.3 43.4 
52.9 58.1 59.9 

南・・・・普通1主的種 北…・抵抗性育成稜

第二表

亜麻牧畳比率

(最初ノ五ヶ年平均牧量チ 100トヨ〆之レ=爾後ノ各五ヶ年平均l次世チ比較ス〉

よょ仁三l最初ノ 第三次 第三次 第四次 第五夫
五ケ年 五ヶ年 是正宇年 五?-年 五ヶ&F

程 hJ;1巴医l100 35.2 
南 1fi.4 107 143 

墜
47.7 459 53.9 

資 100 65.2 
南 462 34.8 42.4 

~~ 95.7 101.6 123.4 

16.9 10.7 8.8 
100 41.9 

45.0 48.2 49.9 

腕
室

24.8 19.9 
100 636 

83.6 91.8 94.6 

く第一闘及第二岡参照〉
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前表ヨ 9見ノレ=亜麻種寅ニ於 7-'、普通手'iR子ア用ヒ無肥料品ア連

作セノV 場合ユ J、第二次五ヶ年ェ於ア鼠ユ 35.2%ノ牧量トナ 9第三

次ノ五ヶ年-.於ア J、夏ラュ減少シ第四三たノ五ヶ年=於アハ 10・7%

ノ収量アノレユ過ギズナレド施肥ジア連作セノV 場合.::.-'、連年減少ノ

傾向ヲ有スノV 毛第二次五ヶ年二於グノV平均収量.T'65・2係ア 9ア爾

後ノ各五ヶ年ノ平均牧量 J、漸次減少ジ来ノν毛無肥連作ニ比ジ良好

ナ'90

夏ラュ抵抗性育成種ヲ連作セノV 場合=就ア見ノV ニ無肥栽培ユ於

Jテ J、第三次，第四三九第五次等ノ各五ヶ年ニ於アスラ 50%内外ノ減少

ニ遇ギズ。史ラ=之レア施肥連作ス ;V トキエ ρffr::火牧量ノ増加ア来

ジ第五三たノ五グ年=於 7.t、 23・4%ノ培牧ヲ示ス。従ツア亜麻連作品於

ケノV 種寛ノ股量 J、普通穂子ヲ用ユレ...，.無肥連作ノ場合ニ J、漸究 l投

量ノ減少ヲ来シ施肥連作セバ無肥連作同様=減収ジ来 )V毛無肥連

作品比ジ向瓦ク多クノ収量ヲアグ符兎ラニ抵抗性育成種ヲ用:ヒア

連作ス νバ無肥栽培ユ於アスラ第五衣ノ五タ年=於7毛約 50併ノ

牧穫ア人之ュ施肥ジア連作スノV トヨf.T、反ツア牧量，、年々増加ジ来

ノV ノ傾向ア人之レ抵抗性育成積ニア Pア J、陶汰ノ結果年々抵抗性

ヲ増シ立枯病ノ被害ノ減少スノレグ魚メユアラズヤト考へラノ，y ~た a

亜麻窒ニ於ア毛種賞品於ケノV ト同様ノ結果ヲ示ジ無肥連作 J、施肥

連作品劣 9且ツ普通種子ア用ヒタノV 場合ニ J、生育不瓦=ジア立枯

病=犯すノ'v;"毛ノ多キ毛抵抗性育成種ヲ用ヒタノV 場合.::.-'、生育英

好=シア立枯病ノ被害少ク特ニ施肥連作ノ場合ノ如キ J、第五次五

ヶ年ュ於ア J、94.6弱ノ牧穫ヲアグ符タ 90

以上ノ結果ョ 9見ノV エ亜麻ヲ連作セノV 場合 .::.-'、種寅及室共普通

種子ヲ用ユレバ第二次五ヶ年ョ Y凱=減牧ヲ来ジ年ヲ童ヌノV ニ従

ヒ盆々減牧ス併共抵抗性育成種ヲ用ヒア連作スレバ種寅及室共ユ

無肥連作品於アスラ向頁ク相官ノ収穫ヲアグ符ア之レ=肥料ヲ施

ジア連作セバ生育 J、反ツ 7頁好トナノV ノ傾向ヲ呈ス向上越ノ結果
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第 エ項大 夢

大要ノ連作試験結果 J、次ノ第三表及第四表ノ如ジo

第 表

大葬毎五ヶ年平均牧量〈反首換算〉

最初ノ 第二次 第五次
経~類~-~次-- 五ヶ年 五少年 五ヶ年 五ヶ年 五ヶ年

種貨(…(1石.305 0.690 0.738 0.422 0.410 
大

施肥区 2.406 1.402 1.GG1 1.335 1.07t 

置

設符l-!48.1 29.1 41.0 33.1 31.7 
~ 

施肥区 103.5 61.0 8G.5 78.1 63.9 

7 7玉三!
種資lzt:l
多|玄秤[出|

第四表

大萎股量比率

最初ノ l第二次|第三次|
瓦ケ年 l五ヶ年|五ヶ年|

:::|::;(:;:| 
(第三園及第四闘参照〉

次
年
四
ケ
第
五

第五次
五ヶ年

32.2 :n.4 
44.5 55.5 

75.5 

G5.9 

61.7 

68.8 

上表ョ 9見 )Vユ大要ヲ栽培ス JV場合ニ無肥料品ア連作ス ;Vトキ

A 程賞ノ収量漸次減少ジ来 9最初ノ五ヶ年平均股量ヲ 100 トス ν

バ第二次五ヶ年平均牧量 J、SI.I%トナ 9第三次五ヶ年平均牧量 J、

5 6.6併トナ Pア多少ノ増加ヲ見ノV モ之 νJ、従来プーノV デ y メロ y

種ヲ栽培セ/レヲジバ')-頼=麓夏セノvp'潟メナ y 可ク第因究五ヶ

年平均牧量二至 9再ピ減少ジア 32.3併トナ 9第五次五ヶ年平均股

量 ι 至 9克ラ=減少ジア 31.4併ノ股畳アノV ニ過ギズ施肥連作品於

ア毛無肥連作同様牧量減少ジ来 Y モ其ノ度合 J、無肥連作程著ジカ

フズ

叉室梓ノ股畳二於ア毛種賞品於グノV タf如ク漸次蹴少ジ来 ;Vモ其

ノ割合 J、程賞ノ場合程顕著ナラズ北海道農事試験場来ュア連作試

改 北海道良事試験場実報第二十六務 r.12-13



(10 ) 

験ヲ行ヒ大~ヲ十五ヶ年間無肥料ェア連作ジタルモノト輪作ジタ

IVモノトヲ各五ヶ年平均反営牧量ヲ以ツア北較ジ輪作セ IV場合ノ

牧量ア 100トセバ連作セ ;V毛ノ J、最初ノ五ヶ年平均 J、95次ノ五ヶ年

平均 J、73第三究ノ五ヶ年:平均，、 94ナ 9 ト云フ又英図ノローサムス

テツド試験場挺=於ア四十年間エ豆ノν大要連作試験ノ結果 J、次ノ

如ジト云フ

1 acreニ封スノレ8ヶ年平均種寅牧畳

〈早{立プ))>シェル〉

主手 次 無肥料底 施肥料医

~-~た 8 ヶ年間卒均 (1852-59) 241/4 453/8 

第二次 4少 (1860-(7) 18 491/4 

第三次 4少 (1868 -75) 141/2 413/4 

第四次 (/ (l8'i() -84) 145/8 431'4 

第五次 タ (1885-!l1) 113/4 3818 

即チ大姿ヲ栽培スノV 場合=無肥料ェア注作セバ市I衣牧量 J、減ク

来 ;V毛施肥ジア之レヲ連作スノレトキ J、牧量ノ減少 J、除 9額著ナフ

ザノνヲ見 y

本皐=於グノレ試験結果 J、無肥連作ノ場合ノ、ローサムスアツド試

験場ノ試験結果ト一致ス P 毛施肥連作品於テ牧量ノ減少彼レニ比

シ著ジキ J、施肥量=於ア彼我=差異ア ;v7l局メナ IVペシ従ツ7"大

姿ノ連作 J、肥料ノ有無ニヨ 9共ノ受クノレ影響ユ差異ア 9nDチ無肥

迩作セジ場合 J、其ノ影響ヲ蒙 Y コト著ジク施肥ジア連作ス IVトキ

J、影響割合ユ少ジ

以上ノ試験結果ヲ見易カラジム IVガ局メ曲線ェア示ジ向比較ノ

魚メ他ノ試験直=於ア普通輪作品ヨ 9栽培セ fV場合ノ牧量ヲ附記

スレバ次ノ第三及第四国ノ如ジ

ほ Agriculturalinvestigation at Rothamsted. England 

u. s. Dept. of Agr. office of experiment ~tation. Bull. No.22 P.59-87 1829 
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第 E項黍

黍ユ闘スノν試験結果 J、前遮セノV ガ如ク烏害ノ侍メ正確ナノV牧量

ト J、云ヒ 1j;~t キ毛其ノ大体ノ傾向 J、次ノ第五表及第六表ョ 9 之 ν ヲ

認メ得

第五表

黍毎五ヶ年平均牧畳〈反蛍換算)

種 ¥~  ¥¥三竺

種質
施肥医

黍

|施肥区

\ーーー-~ 岩手種
類

種資[無 Jre
施肥医

黍

並存l-i施肥区

最初ノ
五ヶ年

石
.877 

1.316 

158立.8 

164.7 

第

黍牧

最初ノ
五ヶ年

100 

100 

100 

100 

第二次
五ヶ年

.833 

.908 

164.0 

1942 

J... 
r、

量

第二次
五ヶ年

95.0 

69.0 

1033 

117.9 

第三次
五ヶ年

.411 

.639 

40.0 

72.2 

表

比率

五ケ年

46.9 

48.6 

25.2 

43.8 

く第五周及第六園参照J

第四次 第五次
五ケ年 五ケ年

.522 .684 

.992 1.128 

58.弓 66.0 

110.4 105.8 

第四次 第五次
五ヶ年 五ケ年

59.5 78.0 

75.4 85.7 

36.8 41.6 

67.0 64.2 

上表ヨ 9見ノV ニ種賃=ア Yア J、無肥施肥雨匡共=減牧ヲ来セノV

毛其ノ割合甚ダジカラズジア第五次ノ五ヶ年ニ於ケノν平均牧呈，、

無肥匝78μ 施肥匡 85.7μ ナ 9

窒梓ノ牧量 J、提訴次減少ジ来 ν IVヲ見ノV

尚是等ノ闘係ヲ曲線ユ.ア示サバ衣ノ第五間及ピ第六悶ノ知ジ
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第四項蕎 夢

蕎萎=関ス JV試験結果 J、きたノ第七表及第八表ェ示スヲf如 v

第 ，七 表

蕎~毎‘五ヶ年平均牧畳 C反蛍換算〕

最初ノ 第三次 第五次
類----------.次 五ケ年 五ケ年 五ケ年 五ケ年 五ケ年

;r， 
無 H巴区 1.555 1.418 1.357 .736 .684 

器
種 1'r
施肥区 1.749 1.1]05 1.533 .91.5 .665 

無肥区 173骨5 161.0 78.0 70.2 67.5 

要F 室秤
地胞底 202.5 162.7 87.4 84.6 92.2 

第 八 表

務委股畳比率

一種----一一~類年-~目こJ 最初ノ 第三次 第五次
五ヶ年 五ケ年 五ヶ年 五ヶ年 五ケ年

|無肥磁 100 91.2 87.3 47.3 44.0 
器 種~

施肥区 100 91.8 87.7 52.3 38.0 

111主目巴区 100 92.8 4.5.0 40.5 38.9 

基F 窒秤
施肥医 100 80.3 43.2 41.8 41).5 

〈第七闘及第八闘参照〉

上表ョ?見 ，V .:::&第二三た第三次五ヶ年?デ J、向頁ク相官ノ牧穫ヲ

アグ特fr'毛第四次第五次五ヶ年ト漸衣減牧スノνヲ見 lV而ジア種賃

玄秤.共=其ノ牧量ノ減少度合 J、殆ン 1-"類似シ叉無肥施肥雨匡問ノ

差異毛著ジカラザノレヲ認ム

向是等ノ関係、ヲ曲線ユア示サバヨたノ第七園及ピ第八固ノ如ジ
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第五項妻 苔

套苔=閥ス /V試験結果 J、次ノ第九表及第十表ユ示スタf如ジ

第九表

套苔毎五ヶ年平均股量仮設換算〉

最初/ 第二次 第三次 第四次 第五次

類 ¥¥fL 五ヶ年 五ヶ年 五ケ年 五ヶ年 五ヶ年

1i 
無肥区 .625 .441 .034 .103 .094 

"il1 程賞
施 1巴区 1.011 1.056 .690 .590 .396 

無肥区 51.0 13.3 3.2 5.2 4.0 

容 主主 手1f
施肥区 67.5 66.7 45.3 24.9 32.5 

第十表

去苔牧畳比率

つ種午且工------------- ・年 ---- 夫*1最初/ 第二次 第三次 第五次

数---------
五ヶ年 五ヶ年 五ケ年 五ヶ年 五ケ年

無目巴区 100 70.6 5.4 174 15.0 
詳主戸五之一ー 種 資

施肥区 100 104.5 63.2 58.4 39.2 

無 1巴区 100 36.9 6.3 10.2 7.3 

4台4 "!1l.秤
98.3 67目9 36.9 48.1 施目巴区 ]00 

(第九岡及第十闘参照〉

上表ヨ 9見 JVユ雲苔 J、之レヲ連作スノV トキ J、種寅室秤共=無肥

連作ノ場合ト施肥連作ノ揚合トエ於ア著ジキ差異アノV ヲ認ム。即チ

程賞ユ就ア見ノV ユ第五次ノ五ヶ年ユ於ア J、施肥匡，、向良グ 40%ノ

牧量ヲアグ得レ 1':毛無肥匡=於ア J、僅々 15%ノ牧量ア fV.::ユ過ギズ

又窒梓ェ於ア毛其ノ股量，、同様ノ関係 a ア 9

f~j 是等ノ闘係ヲ曲線ニア示サバ次ノ第九園及ピ第十固ノ如ジ.
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第六項大 豆

大立ニ闘スノV 連作試験ノ結果 ρ 究ノ第十一表及第十二表=示ス

ァf京日シ

~ 立が

種
矧

大 号車 j''l 

5L 主主

大 l程貸

豆!玄

第十一表

大豆毎五ヶ年平均収量 C反首換算J

m“ ι-夕.，立
~~\=!k 五ヶ年 五ヶ年 五ケ年

無 E巴区

3面目巴区

無』巴区

施肥区

石

l.G09 .992 1υ"υ"“ 句

1.039 1192 1.M7 

9F5T .7 59.8 55.0 

101.5 09.9 7G.7 

第十二表

大立政量比率

最初ノ
五ヶ年

第二次
ヨi ケ五ド

〈第十一回及第十二回参照j

如何次!灯火
丘ケ年 五ヶ年

1.5G9 

1.703 

09.8 

SG7 

第四 g(
jiケ 3ド

1.G20 

1.599 

74.9 

88.1 

第五次
五ヶ年

94.5 

97.G 

783 

SG.司

第六表=示スヌf如ク大豆ヲ無肥料ニア連作スノV トキ ρ 共ノ程賞

ノ牧畳 ρ 第二次五ヶ年平均 Ol・7併トナ Pア著ジク減少ヲ示ス毛此

ノ五ク年間ェ於ア J、異品種ヲmヒタノV 年アリア其ノ牧畳少ヵ?ジ
魚メ減取;著ジキ毛ノト考へラノV 衣ノ第三次ノ五ヶよl三ユ於ア J、82.8

μ トナ 'J U~ 四究及ピ第五三た五ク年=於ア J、 95 %内外ノ牧穫アリア

連作ユヨ 9受クノV 影響少守ヲ認ム又施肥栽培=於ア毛同様ノ関係

ユア 9。自室葉ノ政量=於ア毛著ジク減少ヲ来スヲ認メズ

向上詑ノ試験結果ヲ見易カラジムノV ガ潟メ之レヲ曲線ユア示ジ

且フ比較ノ魚メ他ノ試験匡ニ於ア普通輪作品ヨ?栽培セノV 場合ノ

牧呈ヲ附記スレバ次ノ第十一回及第十二国ノ如ジ
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第七項 旦.

小豆=閥スノV 連作試験ノ結果ヲ示ナバヨたノ第十三表友第十四表

ノ如ジ
第十三表 小豆毎五ヶ年平均牧量〈反官換算〉

種 ~ー~ーー
年 z攻守リJノ 第二次 第三次 第四 ;:J(

お1 互L ヶ"~ 五ヶ年 五ヶ年 五ケ5F 五ヶ年

/J、 1石.223 .590 .1(;8 .371 52.9 
f重焚

施 JJ巴区 1.283 .703 .390 .521 .788 

|無肥区|
52貫.5 24.3 4.8 8.6 12.7 

豆
~(f 
施肥区 76.3 289 11.3 113 19.6 

第十四表 小豆牧畳比率

-一ーー』一一 年 最初 y
種

第二次 第五次

ザ責
五ヶ年 五ヶ q~ 五ヶ年 五ヶ年 五ヶ ij!

経質l無 JJ巴区l 100 48.2 13.7 30.3 43.3 

抱 )Jel区 100 ，54.8 30.4 406 6L4 

!日I亙[
100 46.3 9.1 16.4 24.2 

立 "tR 
施)J巴医 100 37.9 14.8 14.8 25.7 

(第十三岡及第十四闘参mo
第七表ニ示ス結果ヲ見ノV.:::. 小立 J、無肥料ニア連作スノV トキ ρ 程

賞ノ牧畳，、最初ノ五ヶ年間 J、キ日常ノ欣穫ヲアグ得 ;V毛第二次五ヶ

年品川共ノ牧呈約字減セノレア見 ;v.第三次ニ於 :T川異状ノ減牧ヲ来

セノレ毛之ノ五ヶ年間中大正二年，、東北及北海道地方ハ一般=農作

物 J、稀有ノ凶作ニシア小豆 J、普通輪作栽培セノV 毛ノモ異股ノ減牧

ヲ呈セノV 年ユジタ本試験匝ノ小立毛亦多大ノ影響ヲ蒙 9牧穫甚ダ

少カ 9~〆潟メナ 9 叉失ノ第四次五グ年ユ於アモ牧穫少キ J、此ノ五

グ年中ノ大正十年 J、本試験阻ノミナラズ他ノ一般栽培ノ小豆毛共

=朗虫ノ被害甚ジグ多大ノ減牧ヲ示セノV 芳f魚メナリ第五次五ヶ年

=於ア J、第二三た五ヶ年ュ比ジャ、多クノ減牧ヲ是セ ;v毛向 43.3μ

ノ牧穫ヲアグ得タ人従ツア小Eノ連作ユョ 9受クノV 影響ノ、第二次

五ヶ年=於ア薯ジクシア約宇減 γ 爾後 J、著ジキ減J&ヲ来サザノV ヲ

見ノν

向上記ノ試験結果ヲ見易カラジムノ'v.:;l烏メ之レヲ曲線ユア示シ

旦ツ比較ノ魚メ他ノ試験直=於ア普通輪作ユヨ P栽培セノV 場合ノ

牧量ヲ附記ス νバ失ノ第十三国及ピ第十四閏ノ如ジ
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第八項 馬鈴薯

馬鈴薯ノ遮作試験結果 J、失ノ第十五表及ピ第十六表ノ如辛/

百r十 五 表
馬鈴薯五ヶ年平均牧畳 ぐ反宮換算〉

~、一、一 古主 7;1) / 第二次 第三次 第四次 第五次
干直 おI 五ケ年 五ヶ年 五ヶ年 五ヶ年 五ヶ年

馬鈴薯(無fJ巴阪|
615買.5 430.2 207.7 250.1 205・1

施 JJ巴区 720.0 540.7 389.9 506.8 40:1.6 

第 十 ....L 表r、
馬 鈴 薯 月支 量 土色 寸雪与二でf一

忌-h-JL11古主 74) ノ Eλ才品〉 二-二 ヲJ こ 第四次 第五次
主五ヶ~f. :rr:ヶ年 ヨ1:ヶ年 五ヶ年 五ケ年

l無日巴区 l 100 69.9 33.7 40.6 33.3 

14 鈴薯 古伝 JJ巴!豆 100 75.1 54.2 70.4 56・9

(第十五悶参照J

上表=示スヌf如グ馬鈴薯ヲ連作スノV トキノ、最初ノ 4-;年間 ρ 相

官ノ牧程ヲアグ得 JVモ共ノ後 J、;投量減少ジ来ノV ヲ見 JV即チ馬鈴薯

ヲ無肥料品ア;主ー作スグトキ，、最初ノ五ヶ年平均牧畳~，êoo貫除?ア

ノV 毛究ノ第二次ノ五ヶ年=於ア，、約 70μ/牧量トナ 92布三次以後

~， 30 -40 %ノ牧量アノV ニ週ギズ

以上ノ如ク .r.w，鈴薯連作=於 7~、無肥料=ア栽培スノV トキ J、十年

目以後，、著ジク減牧ヲ来ス毛施肥ジア連作ス ν バ向相官ノ牧穫ア

翠グ得

以上ノ関係ヲ見易カラジムノレヌf魚メ ah線ユア示 γ 且ツ比較ノ怨

メ輪作=セノV 場合ノ牧量ヲ曲線=ア示サバ衣ノ第十五固ノ如ジ
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辿年同一作物ヲ同一土地=栽培スルトキ J、一般ニ不頁ノ結果ヲ

来ス毛ノナレドモ作物ノ種類ニヨ P其ノ品質上ニ受グノV影響ノ程

度異リ叉連作スノV ヌf局メ反ツア品質ノ上進スノレモノア )V~、従来ヨ

9一般=認メラ )V)V所ナ 9今此ノ品質ト連作トノ闘係、ヲ見シタf潟

メ試験材料トジア昭和二年度(連作第二十五年目)生産ノ各作物種賀

並ニ亜麻翠ヲ取 9共ノ品質ヲ検定シ是等ァ標準医即チ昭和二年ユ

本号試験園ノ普通輪作匡ユ栽培セノV 同品純ノ種究並ニ亜麻輩ノ品
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質ト比較セタ

賞験 J、早ニーグ年ノ試料ア以ツア行ヘノV.::::;.. 過ギザ ν~，.之ヲ以ツ

ア直チ=連作ノ品質ユ及ポス影響ヲ断ジ得ザノV~、勿論ナノν 毛其ノ

一端ヲ知ノV ニ足ノν毛ノト信ズ

向本質験中大姿ニ関スノレ成績 J、大正十一年度(連作第二十年目)ユ

生産セノレ試料ヲ取 9同年生産ジタノレ輪作直ノ材料ト比較セノV 毛ノ

ニシア加藤廉之氏=ヨ 9賃 J験セラレタノレ結果ナ 9

第ー項 E 廊

S 1 形朕

E麻積質 20粒宛=就ア其ノ長サ，幅厚サノ三径ヲ測定ジ其ノ平均

値ヲ求メ標準匝ノ三径ヲ 100トシア之=劃スノレ各l亙三径ノ比率ヲ求

メタ 90

表中北区ノ品種 J、抵抗性育成積.南区 J、普通種，標準医ノ、普通種ヲ

普通輪作ニヨ 9栽培セノV 毛ノナ 9

区|保 E事 区
古包 日巴 l延 1無 日巴極 施日巴 鼠(無 目巴 鼠

長サ〈粍〉 3.8200 3.7150 3.9350 3.9950 4.2050 

4百 〈タ〉 20800 1.9550 2.1050 2.1000 2.2050 

厚サ C~) 0.8GOO 08700 0.8300 0.8150 0.9900 

標ス 厚サ 90.84 88.35 93.58 95.01 100 
iW'レ
I亘百 幅 l!4.33 88.Gs 95.48 95.24 100 

ーーノ，、J 

お率|長サ 8G.78 87.88 83.84 82.32 100 

各l@;共標準匝ユ比ジア長サ，幅厚サ共ニ劣 9南区 J、北匝=比シ長

テニ於ア勝ノV 毛厚ナユ於ア劣ノV ヲ見ノν.即チ南直ノ毛ノ J、痔セタ JV
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精子ヲ生ズ )V毛北区ノ毛ノ J、稲豊肥ナノV 種子ヲ生ズ然レド毛標準

匝!ュ 1比スレバ連作匡『ノ碍子 J、何 ν 毛形肢ニ於ア J、劣:レノV ヲ示ス

S 2 容積

容積 J、種子500粒ヲ取 9其ノ大小ヲ測定セ JV'='衣表ノ如ジ

~t 区 南 区

施 区|無 区|無
準

肥 肥 医 抱 』巴 』巴

1.65 1.55 1.35 1.35 2.05 

百分率 84.49 75.61 65.85 65.85 100 

上記ノ結果ヲ見 )V.=.，標準医=比ジア各直共劣レノ'V=E北区 J、南区

=比ジア勝ノν ヲ知ノレ即チ抵抗性育成種ノ種貫 J、普遁品種ノソレヨ

9大ナノレ程賞ヲ生ズ

S 3貴重

程賞 100つ粒ノ質重ヲ担.IJ定セ lV.=.宍表ノ如ジo

北 区 南 区
標 1手 区

目巴 n~ 肥 方包 区

38時89 3.持伺 37063 3.6910 4.7960 

百分卒 81.09 76.65 77.28 76.96 100 

質重=於7"毛各直共標準~:.比スレバ劣 ν )V ヲ見 )V 南北雨匡ヲ

比較セバ北区勝 9，又施肥匡 J、無肥匝=勝レノV ヲ見 )V

S 4比重

比重測定 ζJ、[ピクノメーターjヲ使用ジ液体 J、[アノV コ -lvj7用ヒ

タ?同一匡=ヅキ二同測定ジ其ノ平均値ヲ以ア該医ノ比重トセ 9

即チヨた表ノ知事〆

~t 区 南 区

区|無
採 準 麗

施 H巴 II巴 n~ 目巴 厄ー

比 意 1.2271 1.2190 1.2418 1.2230 1.2127 

百分率 101.19 100.52 102.40 100.85 100 
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此結果ヨ 9見ノV ユ比重ニ於ア J、標準匪最毛低ク南区最毛高ジ而

シア南北雨匝共施肥医，、無肥区ヨ 9低ジ元来ilh料作物程賀川賞宮

ノ重キ種子 J、北重11¥:ク質重軽キ種子 J、比重高ジトイフ事賃トヨク

一致セ lVヲ見ノV

S 5容重

容宣 J、穀物容重視i定器ヲ用ヒ士立ノ重量ヲ克=ア表，、セ 9南匝

J、材料不足ノ魚メ測定ジ符ザ 9ジモ北匝及標準:M[~ =-就ア行へ 9其

ノ結果 J、次表ノ如ジ

~t 底

採 君主 区
主位 DB 区 無 胞 区

年手 715.0 7217 711.7 

百 100.4G 101.41 100 

北区 J、施肥無肥雨匝共標準匝ヨ 9 重ク無肥I&~、施肥区=勝ノV ヲ

全日ノv。
S 6 含油率

ソックスレヅト氏法ユ依 9試料 5克ノ含i!11:量ヲ測定シ同時=試

料 2克ノ含水量ヲ測定 V 以ア試料 100克-=~J-スノレ含 irlJ量， np 含 i!11 率ト

固形物10コ克=-~t ス lV 合泊量ぅ叩チ絶封含油率ヲ測定セノV ニ次表ノ如

辛〆

|北 商 区

施肥阪|無 E也医 脇山区 l無目巴阪 標準区

合泊率| 35.380 3G.190 35.ら78 :34.758 35.300 

総裁合 ilU *1 38.2443 38.2235 38.7391 3i.SG2i 38.G7G5 

102.52 100.79 98.4G 100 
準匝互 A司句八J 紹封合f出Aj<1 98.88 98.8o 100.lG 97.89 100 
ニ)1-率

亜麻種貫ノ合油量 J、上部ノ如ク含油率ニ於ア J、南区ノ無.肥ア除

ケノV 以外 J、何 ν毛標準匝ヲ 9大ナノレ卒ア示ス特=北区無肥ニ於ア

其ノ率最毛高シ而ジア絶割合油率 J、南区ノ無肥最毛少キ毛北区=

於ケノレ其ノ含油率ニ比ジア甚ジグ低減セノV .，T、含水量ノ闘係ユヨノν



(27) 

モノト思 J、IV

S 7 窒ノ長サ

亜麻窒ノ基部ノ子葉痕ョヲ先端ノ第一分枝黙マデノ長サヲ i四19 

以ア共ノ長サトジ各直共30本ノ窒ノ長サヲ測定ジ其ノ卒均ノ値ヲ

以ア共ノ区ノ窒ノ長サトセ 9而ジアヨたノ如キ結果ヲ得タ 9

北 区 南 区

区|無
採 準 医

方面 肥 肥 区 施 ns 肥 区

長サ〈糎)l m72 19.55 26り.9日 17.26 40.67 

百分察 70.62 48.07 66.29 42.44 100 

上表=示ス如ク連作各区ノ毛ノ J、標準直ュ比ジ何レ毛短キヲ見

ノレ特=南北二区共無肥区ノ毛ノノ、標準医ノ宇分ノ長サユ毛足ラズ.

S 8 輩ノ太サ

窒ノ太ナトジア J、長サヲ、測定セノレ材料品就ア行ヒ，室ノ子葉痕ト

第一分校黙ノ問即チ基部ョ 9長サノ三分ノーノ黙ユ於ケ IV太サヲ

ì~Jl 定セ)) 30本平均値ユア示セバ失表ノ如ジ

~t. F豆 南 区

区|無 区|無
標 準 区

目白 sl'l 区 施 目巴 肥 区

0.818 0.763 0.735 0.722 1.080 

Yi 分率 73.74 7065 6S.0G 66目85 100 

玄ノ太サユ於7"毛上表エ示スアf如ク連作各直共標準匝品比ジ細

ク叉北区 J、南区ニ優 9，施肥匝 ρ 無肥区品優ノV ヲ知 JV

%9 藍ノ重量

窒ノ重量トジア J、窒ノ太サヲ測定セノレ黙ョ 9上方:.10糎ノ長テ

ヲ取 9 共ノ 30 本ノ重量ア測定セ~， .H[J ~失表ノ如ジ
北 区 南 医

区|無
探 f事 区

施 肥 肥 区 施 目巴 目巴 医

08726 0.7274 0.6347 0.6458 1.2722 

百五ケ E芋 68.59 57.18 53.82 50.76 100 

茎ノ重量ニ於ア毛標準匪ノ毛ノ最モ重ク北区 J、南匝ョ 9童ジ而
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ジア施肥区，、無肥匡ユ優 ν/ν ヲ知ノV

~IO 窒ノ含水量

重量ヲ測定セ /V窒ヲ試料トジ一区 30本宛ヲ針。ー 1010Cノ乾燥器=

於ア約 5時間乾燥久失ヒタノV 量ヲ水分トジ 100克ノ試料ユ業}ス /V含

水量ヲ算出セノV ニラた表ノ如ジ

~~ 区 南 医

施肥区|無肥医
標準区

10.5661 10.8056 10.1946 10.6225 10.6744 

標準嵐ニ ~Jスル百分率 98.99 101.23 95.51) 99.51 100 

南施肥区楠少キモ其ノ他ノ匝=於ア J、標準匡ト大ナノV 差異ナキ

ヲ知ノV

~ 11 窒ノ繊維合有率

室ノ繊維含有率測定，、室ノ合水率測定ノ場合ュ於ケノV ト同様ユ

窒ノ基部ョタ第一分枝黙?デノ長サノ三分ノーノ勲ヨ 9上方ニ 10

糎ノ長サュ取 9タノV 窒 30本ヲ 0.5弱ノ苛性加里溶液=浸ジ，約 15分間

沸騰ジ，然ノレ後指ヲ以ア丁寧=繊維ヲト 9之ヲー童夜蒸溜水=浸ジ

オキ後980ー10roCノ乾燥器内=入レア充分乾燥ジタノν後秤量シ繊維

含有率ヲ算出ジ次=充分乾燥セセル室[00瓦=封スノV 繊維ノ量ヲ算

出ジア之ヲ絶割合有率トセ人窒ノ繊維含有卒ヲ示セバヨた表ノ知ク

デアノV。

|施肥区|無 JJI'.! &;: 施肥区 1，段目巴恒 標準区

19.5152 17.3077 19.5063 18.1275 18.1213 

標準医J主¥t川百分率 107.69 95.51 107.63 100.03 100 

即チ上表ヲ見ノV エヲ標準Y[..T、 r8.1213%ノ含有率ナノV 毛連作各区 J、

北区無肥以外 ρ 何レモ率高キヲ見ノレ。特品南北雨匝共施肥匡ノモノ

J、標準E4=比:ジア 7%.飴，Pf高卒ヲ示セ P。
きた=絶封繊維含有卒ヲ見 IVニ失ノ如 v。
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北 国 南 区

施肥区|無肥底

絡封繊維合有主将 21.8194 ]9.4046 21.7215 20.2809 20.2806 

標準医 ~Í ^ ，レ 107.56 95.65 107.07 99.97 100 同. ，J、J 率

絶針繊維含有率=於ア毛各直問ノ闘係 J、繊維含有率ノ場合ユ於

グ IVタf知ジ。

S 12 繊維ノ!汲摂性

繊維ノ吸混性ヲ誤11定ス;1/方法トジア J、先ヅ繊維ヲ充分ュ乾燥秤

量ジタノV 毛ノヲ底部=水ヲミタセノνIデジケーターj内=入レア密閉

ジ， 200Cュ保アノν「アノV 毛スタヅトJ""24時開放置久後ト P出ジア秤量

ジ以ア吸股セノV 水分ノ量ヲ測定ジア扱摂率ヲ算出セ 9，1~ノ結果 J、

次表ノ却ジ。

~t 区 南 区

施肥区 l無肥医 施肥区|無肥脳 標準区

吸 滋 E存 19.75 2001 21.24 19.62 16.29 

標準区=封スル 121.24 122.83 130.39 120.44 100 
百 ノ，、J E手1

上記ノ結果ョ 9繊維ノ吸潟性ヲ見 )V:.連作各直ノ繊維 ρ 標準巨

ノ繊維 z 比三〆吸混卒大ナ IVヲ知ノVo

以上ノ品質ュ闘スノV 試験結果ヲ見易カラジム ;v7l烏メ表示スレ

バ衣ノ第一表及ピ第二表ノ如ジ。
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第一表 亜麻ノ品質

~~ 区 南 区

施肥隆|無日巴区 施肥区 l無目巴庖 標準直
長 fモ mrn. 2.8200 2.7150 3.9350 3.9950 4.2050 

4司 f笠 mm. 2.0800 1.9.550 2.1050 2.1000 2.2050 

厚 径 m立1. 0.8600 0.8700 0.8300 0.~150 0.9900 

号字 続 500校C.C・ 1.65 1.55 1.35 1.35 2.05 

r:t :1Ti. 10001位gr. 3.8889 3.6759 3.7063 3.6910 4.7!J6~ 

比 主 12271 1.2190 1.2418 1.2230 1.2127 

寺宇 設 1/4立gr. 715 721.7 711.7 

メ白、泊 $ % 35.380 36.190 35.578 34.753 35.300 

*~ I守合 illl率% 38.2M3 33.2235 38.7391 37.8627 38.6765 

主主ノ長サ c.m. 28.72 19.ii5 26.96 17.26 40.G7 

主主ノ太サ mm. 0.818 0.763 0.755 0.722 1.080 

玄ノ重量 30~三 gr. 0.8726 0.7274 0.6847 0.6458 1.2722 

五ピノ合水率% 10.5661 10.8056 10.1946 10.6225 10.674.1 

繊維合布王手% 19.5152 17.3077 19.5063 18.1275 18.1213 

経!'{繊惟合有率 % 218194 19.4M6 21.7215 20.2809 20.2866 

繊維以滋性% 19.75 20.01 21.24 19.62 16.29 

一一 ー

第二表亜麻ノ品質

標準匝.:::. ~J スノV 各国ノ比率

~I-; 区 南 区

施肥区|無肥区 施肥区|無肥医
標準区

長 f歪 90.84 88.35 93.58 95.01 100 

眠ヨ ffi 日4.:33 88.66 95.46 95.24 100 

厚 f宝 86.87 87.88 83.84 82.32 100 

~ι'1- 積 8M9 75.61 65.85 65.85 100 

究 重 81.09 76.65 77.28 76.96 100 

上h 11"， 101.19 100.52 102.40 100.85 100 

'd33， 1 企 100.46 101.41 100 

合 f巾 E容 100.23 102.52 100.79 98.46 100 

絡封合 i由率 98.88 98.83 100.16 97目89 100 

玄 ノ 長 サ 70、62 48.07 6629 42.44 100 

笠 ノ 太 サ 75.74 70.65 68.06 66.85 100 

玄 ノ 重 量 68.59 57.18 53.82 50.76 100 

玄ノ合水不 9899 11.23 95.50 99.51 100 

繊維合有楽 107.69 95}j1 107.64 100.03 100 

絡封繊維合有率 107.56 95.65 017.07 99.97 100 

繊維吸線住 12124 122.83 130.39 12(1..14 100 
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第 二項大 夢

S 1 形股

各区 20粒ノ三径ア測 9之 ν ヲf平均ア示セバヨた表ノ如ジ。

施 目巴 区 無 日巴 区 標 準 区

長 サ (:fE) !J5S2"i !l.6205 fl.74ilO 

唱団 U) 3.7o6'j 3.614 ) 3.7410 

厚 ザ 〈ク〉 2.676.) 2.)580 2.70~5 

ヲミュ標準匝ニ径ヲ 100トジ他匝ノ三径ヲ之ュ比較セバ

施 肥 区 無 H巴 区 標 f字 区

標的百(髭 す(
98.3.) 98.74 100 

Z医~Ã刀r'- 佃rfio:5': 100.68 96.62 100 

ニル率 直 サ 9リ04 94.().) 100 

標準医=比三/施肥M[~、長サニ於ア1.65% 劣ノV 毛幅ユ於ヌ少ジク優

3，厚サユ於:7~、殆ド相等ジ。無肥 T~ ~、長サユ於:7 ~、施肥直ト相似タ

/レモ稲勝 9，他ノニ径エ於:7 ~、 5μ 内外短ジ。

S 2 容積

500粒ノ容積ヲ計 9共ノ二同ノ平均数及ピ各直ノ百分率 J、下記

ノ結果ヲ符タ 9。

!氾 区 告主 目巴 区 擦 準医

20.2 

10:! 

苦手

百

積

分

(糎コ

卒

Hl.'i 

96.-53 

19.:{ 

[5.51 

連作雨匡ノ、相似ア共=標準匡ニ劣ノレ事4%内外ナ 90

S 3貴重

各区 1000粒ノ賞重並ピ=其ノ標準区=針スノレ百分率 J、次表ノ如

シ。

宣伝 目巴 匿 生If: 目巴 区 政ー 準 区

賞

百

重〈瓦〉

分率

45.8780 

9.3.::6 

44.9332 

91.'3 

49.1430 

lCO 
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連作H[~、標準匝=比ジア劣 9 殊=無肥区ニ於ア J、 8.57係ノ差ア 9

カカノV 差ヲアラ J、セノ'V~、容積ノ大小ニヨグ所多シ。

S4比重

比重 J、買重=比例ジア大小ア ν1:屯次表ノ如ク其ノ間三大差ナ

手〆。

施 !日I'!. Ma 金1: sI'!. 採 準 区

上b 重 1.~3i8 ].2109 1.2448 

百 玉子 卒 n20 97.28 100 

容 重4

連作匡ノ種子 J、穀象=侵サレジモノ多数ア 9ジユ標準直ノ毛ノ

J、殆ド完全ノ毛ノノミナ 9 ジヲ以ア，共=虫害ナキ場合ニ J、下記ノ

数字 J、連作直=於ア多少増大セジナラン。

IJI'!. 

635 

100 

施 H巴 -錘…臨 準 区

~・
廿

百

重〈瓦〉

分率

590 

9:l.!l1 

580 

91.34 

即チ百分率 J、大体寅重ノ場合=等シ。

S6賃質

種子 100柱ノ断面ュ就ア其ノ寅質ヲ調査セノV ニ

方包 目巴 区 生t fil'!. E王 標 準 区

1ii'j 子 質 40 33 40 

"1三 粉 3快 質 37 35 43 

Z是 粉 質 2;1、 32 17 

無肥匡 J、三質殆 1'~ 同数 .::&v ア粉股質 J、三匝中最大ナ人標準ß[..Þ、

粉肢質著ジク少ク僅ニ 17ニジア竿粉紙質ノ毛ノ三区中最大ヲ示 V

43μ ナ 9。而ジア施肥匡 J、粉状質=於ァ，、他ノ二区ノ中間=ア 9。

S 7穀皮率

標準医ノ穀皮率最大ニジア無肥匡最毛少ク施肥直 J、r!"問ニアタ
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施肥 無 目巴 区 標 準 区

設 皮 主幹 10.13-1 9.3605 10.7526 

標準底ニ霊ザスル百分率 94.2") 87.05 100 

S 8 接芽試験

200粒ノ種子ヲ 2組=分チ 20.Cユ於ア号麦芽試験ヲ行ヒタ y0供試種

子，、環メ強光ニ透親ジア 3或 J、陸スノV 事ニヨ 9ア虫害ヲ被レノV ヤ否

ヤヲ匡別シ其ノ健全ナノV 毛ノノミヲ採 9タ Y，試験結果，、衣表ノ如

る〆。

E聖芽歩合

設芽勢

平均設芽日数

施1Jel 区

96.5 

93.5 

2.346 

無 目巴 区

8ii 

75 

2.8092 

標準医

100 

98.5 

2.0555 

各項目=於ア標準匡勝 9，施肥E梢劣"9，無肥匪 J、著ジク劣レ人向

標準匡 J、腐敗種子ナキ毛連作匝殊=無肥直ニ之タf多キヲ見タ 9。
以上ノ品質ニ闘スノV 試験結果ヲ見易ヵラジム Y ヌf馬メ表示ス ν

バ次ノ第三表ノ如 ν。

形In.n】.見k 帽

厚サ

~す『・・ 積 50r粒 C.C.

2雪 重 10(粒 gr.

上b 王立

年手 重 1/4立 gl.

殻 皮 卒(%)

量豊 芽 歩 lιa h 

E造 芽 勢

平均後芽日数

質 質 宇粉欣質
()O 
粉扶質

第

大萎 ノ

表
口
口日 質

! 訊u 定 数 I 1ifT: )j~捺件封ス峨ぽ)
施!旭区 l無肥磁!標準 l長三面百区 l無 IJ巴区 1標準区

9.532) 9.6205 9.74.'l0 98.35 98.74 100 

3.7665 3.6145 3.7410 100.68 96.62 100 

2.67G5 2..5580 2.70~5 9).04 (74.65 100 

19.5 19.3 202 !Js.53 95..54 100 

45.8780 44.9332 49.1430 93.36 91.43 100 

1.23生3 1.2109 l.2448 99.2 97.28 100 

590 580 635 92.91 91.34 100 

10.1340 9.1605 10.7626 94.25 87.05 100 

96..5 8.) 100 98..5 85 100 

93.5 75 98.5 94.92 76.14 100 

2.346 2.8092 2.0.)55 114.13 13G.67 100 

40 33 40 100 82.5 100 

37 35 43 86.05 81.4 100 

2:3 32 17 135.29 188.24 100 
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第三項套 苔

~ 1 形 股

各区 20粒ノ平均三径ト標準匡=割スノレ各連作匹ノ割合ヲ示サバ

次表ノ如ジ。

自白 JJ巴 区 生E 日巴 区 保 準 区

長 径(粍〉 1.8!l00 1.73 )0 1.80ろO

幅 f笠 1.2000 1.19 .0 1.2200 

厚 f笠 1.6750 1.520 ) 1.E850 

104.il 95.8l ](0 

] 03.~8 !li.:)t 100 

]05.68 日.5.00 100 

長径=於7'~、施肥匝 J、標準匡ニ優 lV 毛無肥匝 J、標準直ニ劣ノ'Vl. ~m

径，厚径共=同様ノ闘係ユアノV ヲ知ノV。即チ無肥区ノモノ J、情セタノV

種子ト'ナノV 毛，施肥区 J、標準巨ヨ 9....'ムジロ豊能ナル極安ヲ生産ス

ノレコトヲ知 lV。

~ 2客積

脂質 500粒ノ客積ヲ測定ジタノレニ失表ノ如ジ。

，;J.-::: 
'1.J"" 

~ 

同

積(糠3)

分率

方'Ul 1m 亙 生l~ >>11 区

1.:~5 0.95 

lC8.00 iG."O 

標準区

1.~.5 

]00 

客積ノ測定結果ヲ見ノV ニ無肥匝 J、標準匡=劣レ lV=t:，施肥匡 J、標

準匡ョ 9大ナ lV容積ヲ有スノV ヲ見 y。

S 3賃童

IOCO粒ノ質重ヲ測定セ IV.::.衣表ノ如ジ。

安

百

A. (瓦)

分率

施 目巴 区

2.6366 

110.76 

無 Dl1医

2.0708 

57.12 

保準区

:'，3EOl 
100 

即チ賃重=於ア J、無肥匡 J、標準匝ヨ 9軽ク施肥医，、標準匿ヨ 9

重キア見ノv。



S4比重

比重ヲ測定セノV 結果，、次表ノ如ジ。

比

百 分

重

翠

施 JJl'l医

1.2066 

100.57 

無 D巴直

1.1960 

99.68 

C 35) 

標準医

1.1998 

100 

比重ユ於アノ、各区間著シキ差異ヲ認メ得ザノV 毛無肥医 J、標準医

ヨ 9標準直 ρ 施肥区ョタ僅カニ低キヲ見ノ'Vo

S 5容重

連作無肥W;:~、供試材料不足 =ν ア容重ヲ測定ジ得ザ 9 ジ毛，施肥

医ト標準匡ト=就ア前週ノ各作物ト同様=ま立ノ容重ヲ測定ジ克

ニア表セバヨたノ如ジ。

ヲ!.:
"1.1-

百

震(瓦〉

分寧

施 JJ巴

718.3 

102.37 

区 標

即チ連作直施肥区 J、標準匡品比;ジ優 IVヲ知 y。

S 6 含?出量

iQ; 

701.7 

100 

区

雲苔=於7"エ正直麻ユ於ケ IVト同様=ソヅクスレヅト氏法ユョ 9

合 i!ll:量ヲ測定セ 9)!Pチヨた表ノ如 ν。

合 i由 主界

標準区=圭Jスル百分率

絡針合泊$

標準医=-lWJスル百分率

施)j巴区

32.051) 

103.62 

34.5011 

101.1:1 

無 JJ巴区

34412 

114.24 

37.0740 

103.67 

標準区

30.934 

100 

34.1171 

100 

上表ョ 9見 IV時 J、苦苔=於ケノν含油畳，、標準区最毛低率ユジア

連作無肥医長毛高卒ヲ示セ }V ヲ知ノν。即チ無肥連作スノレトキ，、窒苔

ノ合 ifh畳 J、増加スノ'V.:l:ノト認メラノv。

以上ノ品質=閲スノV試験結果ア見易カラジムノV グ~;メ表示ス ν

バヨたノ第四表ノ如 ν。
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訊1

定

数

標
準
I孟
ーー

封
3ζ 

バノ

千子
1¥[ 
ノ

上1:
% 、r司J、

事

f歪

f笠

f豆

年学 積 500粒 CC.

2号 重 1000粒 gr.

比 重

~ 重 1/4立 glt

合 f出 zr，; (%) 
絡釣合 i白 率

ヂE

形 f豆

筏

寺手 積

t~ 重

比 重

?バ?ー 金

合 泌 卒

車百 釣合 i出 E容

第

立!;;
仁3

施

四

ノ

JJ巴

1.8900 

1.2600 

1.6750 

1.35 

2.636B 

1.2066 

718.3 

32055 

34.5011 

104.71 

103.28 

105.68 

10S.00 

110.76 

100.57 

102.37 

103.62 

101.13 

区

表

口
口日

第四項大 豆

S I 形 股

質

~ H巴 区 標 f字 区

1.7300 1.8050 

1.190 ) 1.2200 

1.5200 15850 

0.95 1.25 

2.0738 2.3809 

1.1960 1.1998 

701.7 

34.412 EO.934 

37.0740 34.1171 

95.84 100 

97.54 100 

95.90 100 

76.00 100 

87.12 100 

99.C8 100 

一 100 

111.24 100 

108.67 100 

大豆ノ形肢モ種子 20粒ニ就ア三径ヲ測定セ 9。共ノ平均値ヲ示サ

ノずきた表ノ如ジ。

hIli JJ巴 区 1!\~ 目巴 区 採 1終 区

長 径(粍) I 7.7900 7.5950 8.0200 

。国 径〈タ j 7.5100 7.2700 7.5850 

厚 径 (q) 6.7150 6.4350 6.8750 

標主主百 長 径 97.13 94.70 100 

準ス分
医 品百 1~ 99.01 9585 100 

=ル率 厚 径 97.67 93.60 100 

無肥医 ρ 三径共=標準匿=劣 9施肥区モ標準匡=比スレバ劣レ

ノV 毛無肥Eョ 7優レノV ヲ見ノレ。



S 2容積

各区共 100粒ノ容積ヲ測定ジタノ'V.:::.衣表ノ如ジ。

主事 積 (粧3)

EI 分率

JJ巴

20.25 

91.42 

孟E 411I' 目巴

18.1.5 

81.94 

』広

(37 ) 

標 E手 区

2115 

100 

即チ連作各医共標準匡品比シ容積 '1、ナノV ヲ見 /V.fJJ施肥匝，、無肥

医=優ノV ヲ知ノVo

S 3質重

200粒ノ種賞ニ)沈ア其ノ貴重ヲ測定セグユ失ノ知キ結果ヲ得タ

9。

施 E巴 区 無 目巴 区 標 準 l豆

賞 重 (瓦〉 5~. .)7:l7 4fj.s:J3i 58.1376 

百 王子 率 !J ~.15 80.56 100 

貴重 J、連作TlK~、標準医=比ジ劣 )V‘特=無肥直ノ場合ハ施肥区ノ

場合ョ 9甚シキ影響ヲ受クノV 毛ノナ 90

S4比重

比重ノ測定結果 ρ 衣表ノ如 γ。

土b

百 分

室

率

主面 J1巴

1.3021 

100.34 

5担E 目巴

J.:"9!lO 

100.10 

区|標

比重=於 ;T J、連作M[~、標準医=比シ梢高キヲ見ノV。

S 5容童

容重測定ノ結果 J、衣表ノ如ジo

.，...，.， 
すす

百

重(瓦)

分

北白 目巴 区

7~5.0 

100.'，jt 

無 目巴

735.0 

101.62 

襟

i;て J<!f 

J.2077 

100 

準 区

72，:.8 

100 

容重測定ノ結果ヲ見 /V=-無肥連作匿最毛大=ジア標準直最モ小

ナ 90
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~ 6 穀皮率

大豆ノ穀皮率ヲ測定セ JV= ~表ノ如シ。

市白

i設 皮 率

標準医ニ劉スル百分率

JJI'l 1& 

5.宍163

101.65 

f民 』巴

6.0992 

106.59 

ilさ区

5.7222 

]00 

大豆ノ穀皮率測定ノ結果無肥区最毛率高ク施肥直川標準匡=比

ジ1.65%ノ高卒ヲ示セ 9()即チ無肥連作ユヨ 9大豆 J、穀皮厚クナ y

ヲ認、ム。

以上ノ品質二闘ヌノレ試験結果ヲ見易カラジム JVグ矯メ表示スレ

バヨたノ第五表ノ如ジ。

illtl 

年学

定
1!t 

上h

数 容

ff 皮

rす
F事 形
区

一fJ lL タ4ヨEエ之

pレ
各
位五 よb
ノ
上h 写字

% 殻

S 1 形

第五表

大豆 ノ

虫歯 E巴

f塁 7.7900 

偲 7.51CO 

fE 6.7150 

積 100粒CC. 20.2.5 

重 20C粒gr. 53..'i737 

重

重 l/~立gr.

率 % 

径

f丞

f豆

積

皮

第五項小

股

1.30~1 

725 

5.816S 

97.13 

9!J.OI 

97.67 

91.42 

9:J.15 

100.:l! 

100.24 

] 0J.ti5 

区

ロ
日日

旦

質

虫採 E巴 区 標 準 区

7.ii(l5り 8.0200 

7.2700 7.58.)0 

6.1330 6.8;50 

18.15 22.15 

46.8:337 58.11¥76 

1.2930 1.2!Ji7 

735 721.3 

6.09D2 5.7222 

!J4.70 100 

9i.8.5 100 

9:1.60 100 

81.9! 100 

80.56 100 

]00.10 100 

101.6:) 100 

10s.GD 1iJO 

各区 20粒ノ三径ヲ測 9其ノ平均値及標準直=劉スノレ各区ノ百分
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率ヲ見 )V.::.次表ノ如ジ。

施 R1! 医 JIrr; 目巴 区 主菜 準 区

長 f笠 (粍) 6.5750 6.~ !J00 6.8100 

明民 径 〈タ〉 4.lJ400 4.78.50 .'i.C600 

厚 径 (~) 4.5500 4.4200 4.iiii50 

百 長 f笠 96.55 92.31i 100 

分 幅 径 97.G3 lJ4.!'i7 100 

率 厚 径 99.89 97.04 100 

上表ヨ 9見ノV ニ連作各匡共標準匡ョ 9三径共=劣レノV ヲ見ノレー而

ジア無肥匡 J、施肥匡=比スレバ梢劣ノVo

S 2容積

500粒ノ容積ヲ測定セノレユ次表ノ如ジ。

若手 鏡 (握り

百分率

40.35 3.i.4.j -50.00 

100 

|施 )J巴 区|無 同
】M
M
 

E事

80.70 70.¥)0 

容積ニ於ア毛連作各TtiI~、標準 E ユ劣 9 無肥匝，、施肥巨ニ劣ノレ。R\l

テ連作無肥匪ノモノ J、最毛小粒ノ租重ア生ズノV コトトナノVo

S 3賃童

1000粒ノ質重ヲ測定セノV ユ次表ノ如 v。

1m 区|無 目巴 準 区

武

百

重「瓦J

分卒

同

イ

マ

4

8

5

 

6

抗

心

7

A
h
u
 

Q
U
 

86.4823 

68.03 

127.1184 

100 

即チ上表ニ示スタf如クニ連作直ノ種寅 J、標準区ノ種寅ユ比ジア

著ジク質重軽キア見ノν。叉連作巨中無肥m:~、施肥匡ョ 9 ，ョ Y 軽キ程

賞ヲ生ズ。



( 40) 

S 4比重

各区ノ比重測定結果 J、次表ノ如ジ。

比

百 金子

重

卒

|施肥区|無 sll

1.3967 

100.98 

1.4621 

105.71 

区|標 準

1.3831 

100 

区

比重ニ於7"~、連作匡 ρ 標準匝=比ジ梢高キア見 JV。叉無肥連作

J、施肥連作区ョ 9比重高ジ。

S 5容重

土立ノ容重ヲ克ヲ以ア表 J、セバ次表ノ如ジ。

容

百

積(瓦〉

分率

目巴

873.3 

101.73 

nll 

856.7 

99.81 

区|標 準

858.3 

100 

区

上表ノ如ク容重ニ於ア J、施肥連作 J、標準匝=勝レ 1:無肥連作 J、

標準匡ェ劣 lVヲ見ノv。

S 6 穀皮卒

50粒ノ穀皮ヲ測定ジタノV ニ衣表ノ如シ。

殻 皮 Z容

採準医ニ重苦スル百分率

目巴

8.3569 

9i.81 

区|無

8.8i64 

1(3.89 

準

8.5441 

100 

区

上表=示スタf如ク無肥連作R[...T、穀皮率最.=(:大=ジア8.8764%ヲ示

セ '1，然レド毛施肥連作ス νバ標準匡ユ比シ梢其ノ卒低キヲ知 JV。

以上ノ品質=闘スノV 試験結果ヲ見易ヵラジム Y ガ潟メ表示ス ν

バヨたノ第六表ノ如ジ。
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第
一
旦

-L  
f、 表
ノ 口

口日 質

施 I巴 区 ~ )J1:l 底 保 準 区

t~ 6.5750 6.2900 6.8100 

訊t f豆 4.9400 4.78500 5.0600 

径 4.5500 4.4200 4.5550 

年字 積 500位 C.C 40.35 35.45 50.00 

定
寅ー 重 1000位 gr. 96.0687 86.4823 12i.1184 

比 重 1.3967 1.4621 1.3831 

数
許イ~ 重 1f4立 gr. 873.3 856.7 858.3 

1J.X 又 皮 率(%) 8.3569 8.87G4 8.5441 

t要 fEl 96.55 92.36 100 

準 形 径 97.63 94.57 100 
区

径 99.89 9704 100 

封
容 積 80.70 70.90 100 

3見

Fレ 2ま 重 75.57 68.03 100 
4手
JI豆 上t 重 10098 105.71 100 
ノ

容J:t 重 101.75 99.81 100 

C%) 殻 皮 自ト 97.81 103.89 100 

第六項 黍

S 1 形股

各区 20粒ノ平均三径及標準匡昌幸JスノV 比率ヲ示セバ次表ノ如ジ

方位 H巴 区 無 目巴 I~五 4実 f手 l猛

長 径 2.7250 2.6850 2.8500 

幅 筏 2.0000 1.9ι00 1.7850 

厚 径 1.5450 1.3950 1.2600 

長 経 95.61 94.21 100 

腕 f豆 112.04 109.80 100 

厚 径 122.6:: 110.71 100 

上表ヨ 9見 JV'::'黍=於ア，、連作スノV 時 J、長径=於ア J、標準直=

比シ劣ノV ;t:;，I陥径並=厚径ュ於ア J、標準匡ユ優ノレヲ見ノV.

S 2 容積

500粒ノ容積ヲ測定セノV ユ次表ノ如ジ.
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》包 )Jlg I!<[ if!¥li )J巴 巨互 松2 内生 区

容 積 C粧3) 23 19 1.7 

百 ノ，、J E終 135.29 111.7G 100 

即チ辿作各匝ノ5CO粒容積ノ、椋準匝=比ジ侵レノV ヲ見ノV 特ニ施肥

連作スレバ 35併以上ノ増大ヲ京セ )Vヲ知 )V。

S 3 ft 重

1000粒=就ア其宜-重ヲ浪，1]定セノレエ次表ノ女ny。

施 )J巴区 1!\~巴!亘 探 f終極

鴨

川

百

lli (瓦J

分布

4.23:}G 

117.69 

4.12::9 

1l4..'i7 

35995 

100 

質重ユ於アモ j主作þï[~、標準直ニ Jt ジア優レルア見ノV LlPチ施肥直

z 於ア 17%無肥匝=於ア 14併除ノ増加セノレア知 )V。

!i 4 比重

各匝ノ比重ヲ測定セノ'V.:::;.次表ノ如ジ。

無 )J巴悩施)J巴 区 標準区

].1(;09 

]05，95 

主: 1.1413 

104.1G 

1.0957 

100 

.1:1:， 

百 ノ、
ノJ

比重毛連作区 J、標準匹ョ'J1.王寺ヲ見ノVoUIJテ地肥匝=於ア 5・95併

無肥匝=於ア 4.16μ 高シ.

!i 5容重

ま立ノ容重ヲ測定セノV エ次表ノ如シ。

施 )J巴 I豆 標準区告在 日巴 区

G41.7 

10G.95 

Z立(瓦J

分率

G 1.7 

105.28 

主手

百

GOO.O 

100 

上表ユ示.A芦f如ク容章二於ア毛標準医，、最毛劣 9施肥連作医 J、

6引%無肥j喜作1&....、 5.28%重キヲ見 )V。

!i 6 穀皮卒

各匝ノ穀庇卒ヲ測定セ )Vユ次表ノ結果ア得タ人
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地 JJB 医 無 目巴 区 標‘ 2aE - 区

10.3059 10.8233 11.0050 

標準区ュ封スル百分率 93.65 98.35 100 

穀皮率ユ於ア J、連作各匡共標準医ュ比ジ低 γ。特=施肥連作医=

於7"低率ヲ示ス。

以上ノ品質=閥ス'"試験結果ヲ見易カラジムノV ガ魚メ表示スレ

-'，~失ノ第七表ノ如ジ.

黍

径

訊リ
径

f豆

'fIl .. 手元 500段 cc. 

Jt 
安 A 1000t.}: f::r. 

上1:. 金

数 '生3よ8ε1 lJl ]/4立 gr.

ぅ4ρy. 皮 率(%)

4沼

J、刷厚
f豆

ì:~，~ 形 主í~
区

i'宅
垂J

寄字 意Y^ Fレ
1主 重

各
悩 よh 1f{ 
ノ

Jt 牢F T世
(%) 5党 皮

第七項

S 1 形服

第七表

ノ

志位 目巴 区

2.7250 

2.0003 

1.5450 

2.3 

4.23G3 

l.lG09 

641.7 

10.3059 

95.61 

112.04 

122.G2 

135.29 

117.G9 

105.95 

106.95 

93.u5 

蕎

r::t 
口日

夢

生\~

質

E巴 F豆 標 準 区

2.6350 2.8500 

1.9600 1.~S5G 

1.3950 1.2COO 

1.9 1.7 

4.1239 3.5995 

1.1413 1.0957 

631.7 600 

10.8233 11.0059 

94.21 100 

109.80 100 

110.71 160 

111.76 100 

114.57 100 

104.1G 100 

105.28 100 

98.35 100 

審委ノ三筏ヲ測定スノレユ際ジア J、厚サ及 11I高ノ二径ハ下回ノ如ク

定メア測定セ 9.
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種子ノ横断面(最大部=於デ)

←一一騎一一→

其ノ結果 J、衣表ノ如ジ.

加包 目巴 1JI 無 !氾 区 標 準 医

長 f豆 6.4550 6.1800 6.3000 

師 径 4.4600 4.3450 4.3150 

厚 f豆 4.0050 3.8850 3.9150 

擦t~ 百 長 f豆 102.46 98.10 100 

時喜 A司 J八J 幅 1~ 103.36 100.70 100 
区
JL率 厚 f豆 102.30 99.23 100 

上表ョ 9見ノレユ連作施肥 P&-->>、標準医 z 優 9JJ1E作無肥医毛標準匡

=殆ド近キヲ見ノV

S 2 容積

5 00 粒ノ容積ヲ測定セノV.:=.~た表ノ如ジ。

山
狩
百

積

分

施 JJ巴 区 命E ne 区 際 準 区

14.7 

97.35 

l4.55 

9G.36 

15.1 

100 

容積ユ於ア J、標準医最毛優 Y施肥匿無肥匝ノ 11国トナノV。

!i 3質重

JOOO粒重ヲ測定セノV ニ表ノ失如ジ。

食

百

重(瓦〉

分卒

30.7833 

95.79 

!:9.0614 

90.44 

32.13.15 

100 

施肥区 会主 1巴 隠 採準医

質重品於アノ、連作各匝共=標準匡ユ劣ノV。市ジア施肥匝，、無肥匝

ユ比ジ優 IVヲ見ノV。

!i4 比重

各区ノ比重ヲ訊!J定セ IV結果 J、次表ノ如ジ.
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比

百

主主

率

施肥区

1.2497 

99.59 

然 目巴 区 標準区

.r:、
ノJ

1.2336 

98.30 

1.2549 

100 

比重 J、連作各医目共標準直ニ比ジ柏、劣 9無肥匝 J、施肥匡ョ 9劣 IV

ヲ見ノV.

S 5窓重

土立ノ容童ヲ克ユア表 J、セバ次表ノ如 ν。

託手

百

628.3 675.0 

力む 』巴 J~ 舛;肥医 標準 l亙

重(瓦) 6.10.0 

94.81 93.08 100 王子 率

容童=於アモ標準匝最毛童ク失イデ連作施肥匹連作無肥匝ノ ;1目

トナノV.

S6 穀皮率

各匝ノ穀皮率ヲ測定セノν=次表ノ如ジ。

施肥区 無 DI'!区 探単 I豆

望地

，，.又 皮 2f1 19.2776 

94.31 

19.9294 

97.50 

20，.1403 

100 標準医品野スル百分率

穀皮率=於アノ、連作各区共=標準匝=比スレバ低キヲ見ノレ。特ユ

連作施肥冨ノ毛ノ低率ヲ示ス。

以上ノ品質ニ闘スノV 試験結果ヲ見易ヵラジムノレグ烏メ表示スレ

バヨたノ第八表ノ如ジ。
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蕎

径|

iJ!U 
1Irr I 

f豆

与字 積 500枕 cc.

定
資 重 ]000栓 gr.

J:t :is 

数 すHす唱 重 1.1立 gr.

4で，i}え" 皮 率(%)

標 1~ 
rv時

形 f笠

{主
1"1' 

学F 1安3ミ

Fレ
2雪 設

千千
I亙 よじ 重
ノ

よh 与字 重

%) 位Z屋ヱ地 皮 主将

第八項

M" "'7 

?t 

忠也

八

ノ

)J巴

6.4550 

4.4600 

4.0050 

147 

307832 

1.2497 

u40 

19.2i76 

!02.46 

103.36 

102.30 

97.3:3 

95.79 

99.59 

94.81 

lJ4.31 

区

表
口
口口

馬鈴薯

無

質

目巴 区 標 希望 区

6.1800 u.3000 

4.3450 4.3150 

3.8850 3.9150 

14.55 15.1 

29.0614 32.1345 

1.2336 1.2549 

u28.3 675 

19.9294 20.4403 

98.10 100 

100.70 100 

99.23 100 

96.36 100 

90.44 100 

98.30 100 

93.03 100 

9750 100 

l!?鈴薯ヲ連作セノV 場合=塊窒ノ大小=如何ナノV 影響ヲ及ホスカ

ヲ見ノレユラたノ如キ結果ア得タ 9‘塊草ノ大サ J、重量ユヨ 9大(40匁以

土)中(ro匁 -39匁)/1、(10匁以下jノ三ツユ直別ジ各 5ヶ年平均ユア共ノ

割合ヲ示ス。

1J&. )J巴 区 1H~ )J巴 区

大 音f ブー 中 小 計
一一一一一一一一

第一次 5貫.145 
昨 首

14置.400 
貫

7F.1 065 
穏 m 

五ヶ年予)'..j
7.285 1.3~0 4.750 0.915 12.313 

第二次 4.886 4.358 2.582 11.826 4.130 3.428 1.735 9.289 
五ウ年予均

第三次
1.5~6 4.3S0 1.906 7.810 .56.1 2.332 1.20; 4.153 

五ヶ年平均

第四次 1.471 5.560 3.483 10.1')1 .331 2.828 2.0i8 
五ヶ4'1f.YCJ

第五三た .724 4858 8.192 .103 2.124 
五ケ半平均

総和=封スノレ百分率エア示サバ次表ノ如ジ。



( 47) 

方位 目巴 I直 無 目巴 区

大 中 ィ、 計 大 中 計-

第一次
-uz:，--〉d.，i.リ" 5059 9.17 100 38.58 5~.38 7.4リQ 100 

五ヶ年平均

第二次 41.32 3G.85 21.85 100 44..16 3686 18.G3 100 五ヶ年平均

第三次 19.fi4 56.08 24.40 10) 13.58 5736 29.60 100 五ヶ年平均

第四 ?i.:. 1-1.49 54.77 34.31 100 7.62 56.53 4154 100 
五ヶ年卒J""J

第五次 8.84 59.30 31.86 100 2.63 51.73 4564 100 
五ヶ1F平均

ヨたユ第二次以下各 5ヶ年平均大中小別牧量ヲ最初ノ 5ヶ年平均大

小小別=北較スグニ次表ノ如ジ。

施 目巴 区 無 目巴 区

大 小 大 zド 計

第一次 100 100 100 100 1 :0 100 100 100 
五ヶ年平均

第二次 04.07 50.82 195.61 82.13 86 !J.~ 48.46 189.62 75.44 
五ヶ年平均

第三次 29.G6 GO.12 14-1.39 54.24 11.87 33.72 131.91 23.73 
五ヶ年平均

負Î~ pq ヨた
28.59 'iG.3!J 26.39 70..~9 。、，.凸V.今d 40.03 227.10 40.03 

五ヶ1!ミ平均

第五次 14.07 G668 197.73 56.S9 2.27 30.06 33.35 
五ヶIfZf>:Jt，)

以上ノ結果ヲ見ノV ニ施肥無肥雨匡共中粒ノ屯ノ J、 ~1 二次ノ 5 ヶ

年=於ア急汲ニ減少ヲ来セノレモ共ノ後 J、若ジキ増減アクズ巴大 J、年

ト共ニ漸次=減少ジ来 P反主Jユノト J、宇部次増加ジ来 )Vヲ見 )V。従ツア

馬鈴薯 J、j主.作ユヨ Y大サ Nfr次低下手/京ノV ヲ知ノV。

第四章摘 要

以上記述セノレ各作物ノ連作試験ノ結果共ノ牧量並=品質上ニ受

クy 影響ヲ摘要スレバ次ノ如ジ。

I-Ef麻ヲ j喜作スノV 場合=普遁品種ア用フレバ施肥ノ有無ユ拘フ

ズ減牧ヲ来ス主抵抗性育成穂ヲ栽培セバ無肥料述作ノ場合=於ア

モ命真ク股畳ノ字減ニ留ノ'V之レ ι 施肥シア栽培セ JV毛ノ J、生育瓦
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好トナ 9立枯病等=犯すノレノレ毛ノ極メア少ま/.

亜麻程賞品於7"~、 j喜作ニヨ 9 形股，容積，賀重劣 9 来 )v 毛比重容重

並=含 lUl卒 J、優/レヲ知 IV，亜麻窒 J、連作ニヨ 9長サ，太サ，早位重量並

=合水量減少シ来ノV 屯繊維含有率並=繊維ノ吸探性 J、優 IVヲ知ノV

2，大萎ヲ連作スノレ場合=無肥料ニア栽培セバ牧量漸次減少 V来

ノレモ施肥シア栽培スノV 時ノ、共ノ影響，、無肥連作ノ場合程顕著ナラ

ズ.品質上=蒙ノV]，事作ノ影響 J、比較的少ジ。

3'套苔 J、之レア無肥料ユア連作スレバ十年目以後 J、著ジク減牧

トナ 'J，施肥栽培セバ牧量減ジ来，V 毛無肥連作ノ場合程著ジカラズ

品質毛無肥連作=於ア J、低下シ来ノV モ之レエ施肥ジア連作セバ反

ツア品質上進ス IVノ傾向ユア人

4.黍 J、連作品ヨ 9牧量ニ大ナノレ影響ヲ蒙ラザノレガ知ク品賀川連

作ユヨ 9反ツア上進スノV ヲ認ム。

5，大立川連作ニ堪ユノV 力額若ナノV モ小豆 J、著ジク連作ノ影響ヲ

家介。叉大E小豆ア j主作スノレ時 J、種賞小粒トナ 9穀皮厚クナ 9一般

=品質 J、低下ジ来ノV ヲ認、ム.

G. ~事務 J、連作ムヨ 9 股呈上=受クノV 影響 J、少キ毛ノノ如ク叉品

質上ヨ 9 見レバ連作ノ結果形朕ェ於ア J、影響殆 1'~ ナク穀皮:f:薄グ

ナノレ毛質重其ノ他一般ニ品質 J、低下ス

7，馬鈴薯 J、無肥料=ア連作スノV 時 J、十年目以後 J、若ジク減牧ヲ

来ス毛，施肥連作スレバ f~J 相官ノ牧穫ア翠グ得。サレ 1: 塊窒 J、連年小

トナノレア認ム。



11 腕豆ノ各種土壌ニ於ケ Jレ

連作ニ関スノレ試験

内 骨'*' 

I 日 的

II 試 験 方 法

rII 日口日 種

rv 試 t駿 成 積

V 摘 要

z 目 的
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腕豆ヲ童粘土，壌土，砂質壊士，砂土.腐植土等ノ各種土壌=連作九ノV

場合=其ノ牧量上二如何ナノレ影響ア及ス毛ノナノν ャヲ知フントス

ノV ユア 9.

II 試験方法

試験問場=方ニ尺深サー尺五寸無底ノ木枠ヲ設ケ其ノ中=各種

ノ土壌ヲ入 ν タノV 毛ノュ栽培ス。而シア各種ノ土壌共施肥及無肥ノ

雨直ヲ設ク施肥R[.:..，.>'、反雷鯨粕十貫匁過燐酸石友人貫匁木友六貰

匁ノ割合=施肥ジ.而ジア畦幅二尺株間五寸トジー枠内ニ四株ヲ栽

植ス.

111 ロロ日 種

本試験=供セノV 腕豆 J、青手無種ナ 9。

本試験 J、大正五年ョ 9昭和二年=至ノV 十二ヶ年間ノ連作ア用ヒ

タノν毛ノナノV 毛大正六年度ノ成績 J、不備ノ勲ア 9ジヲ以ア之レヲ

省キ十一ヶ年間ノ試験成績ニ就ア詑述ス JVユ次ノ如ジ

lV 試験成績

大正五年ヨ 9昭和二年ユ至 JV聞大正六年ヲ除ケノν十一ヶ年間ノ



( 50) 

毎年ノ牧畳ヲ調査ジ周シア初メノ五ヶ年(第一次1ノ平均牧畳ヲ基準

トジ之レ=次ノ六ヶ年(第二次)ノ平均牧畳ヲ比較ジ各種土壌=於ケ

ノレ辿作ノ牧畳=及ス影響ヲ左ニ詑述ス.

1) 重 事占 土

腕豆ヲ重粘土=連作セノレ場合=於ア J、次ノ第一表ェ示スガ如キ

結果ヲ符.タ人

区

S信

目巴

命1・

B巴

区

第一表

く英数3走塁粒数粒室内一株ノ駁値トス。以下各哀之タ=準ズ〉

5.li] 年 次 爽 数

1主

主主

10} 00 

86.55 

第一次五ヶ年平均

第二次六ヶ年平均

数|十一ヶ年平均

指|日五ヶ年刊|
10000 

数 第二次えケlF卒均 31.73 

10000 

6.1.90 

100.00 

!}:1.28 

，位数|粒霊|百粒設

100.00 

77.73 

100.00 

!:9.03 

{瓦)κ)

100.00 

65.50 

100.00 

2:J.~ .. ! 

35.1 

300 

~Õ)'f) 
U“・リ

100.00 

8547 

27.9 

317 

30.0 

100.00 

113.62 

上表=示スガ如ク第-...:3た平均牧量ヲ基準トシ之レヲ tit二次平均

牧量=比較スノレトキ J、施肥無肥雨:~共第二次平均牧量ノ減少ア示

ジ殊ュ無肥医=於7'減少著シキア見ノV。

2)壌土

腕豆ヲ壌土エ連作セノV 場合=於ア J、夫ノ第二表=示スガ如キ結

果ヲ得タ人

第二表

I亘: 見。 年 ?J( |爽 数|爽∞丞|粒 |粒蓋 IIi粒重
数〈瓦) (瓦)

~ 第一次五ヶ年平均 21.9 26.0 61.3 21.4 34.4 
施

第二次六ヶ年平均 18.2 19.6 51.4 16.8 32.6 

目巴
数 十一ヶ年平均 19.9 22.5 55.9 18.9 334 

指 l…ヶ年平均| 10000 100.00 100.00 100.00 10000 
区
数 第二次大ヶ年平均 83.12 7533 7243 7850 94.77 
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区 別 ~F ヨた |爽 数|爽f瓦〕重|粒
百粒重

数 ぐ瓦) 〈瓦)

1ミ 第一次五ヶ年平均 J(¥L 11.6 25.4 9.4 34.2 
1ru: 

第二次六ヶ1PFJGI 4.8 5.6 12ι 4.7 36.9 

ne 数 十一ヶ年平均 7.3 8.3 18.3 6.9 3.5.7 

指|一年平均|
100.00 100.00 100.00 

区
毅 第二次六ヶ年平均 46.1.) 48.2R 48.82 5000 107.89 

上表=示スヌf如ク第一次平均牧量ヲ基準トジ之 ν ヲ第二究平均

牧畳ニ比較ス JV トキ J、施肥無肥雨直共第二三た平均牧量ノ減少ヲ示

ジ殊ニ無肥区=於ア J、共ノ牧量ノ宇減セ JVヲ見 /V。

3) 砂質壌土

腕立ヲ砂質壊士ユ連作セ y 場合=於ア J、次ノ第三表=示スガ如

キ結果ヲ符タ人

白t 表

E豆 戸
「
'
2
 

U
M
H
 

1~t it~-次五ヶ年平均

tfS二次六ケ半平均 16.弓

17.i 
方面，

ne 数 l十一ヶ年平均 li.l

指 1:第一次五ヶ年平均 1')0.00

数 |第こ次六ヶ年平均!J3.'.:!2
区

粒重
〈瓦〉
|百粒霊
〈瓦J

30.!J 

!ì ~.l 

100.00 

90.C9 

2芝 8.3 8.1 34.6 

28.7 

31.4 

無

第ー次五ヶ~f:平均

第二次六ヶ!f平均

数|十一ヶ年平均 .').0 

2.4 

目巴

指 i第ーヨた五ヶlPf'均 1CO.00
区
数 !第二次六ヶ年平均 ~P.D2 

粒3定食
〈瓦)

1i.5 14.1 

1.5 

10'1.00 

83.12 

上表ユ示スガ如ク第一次平均牧畳ヲ基準トジ之レヲ第三失平均

牧量=比較スノレトキ J、施肥無肥雨区共第二失平均牧量 J、減少ヲ示

スモ nノ度合 J、施肥区=少ク無肥匝=多キヲ見 /ν。

4)砂土

腕豆ヲ砂士ニ連作セノV 場合ニ於 7J、共ノ第四表=示スタf如キ結

果ヲ得タ人

40.¥J 

.1u.0 

16.7 

13.2 42.0 

41.ミ 1:L7 

100.00 100.00 100.00 

91.42 !J'.67 102.6¥) 

9.; 22.7 

2.0 4!J 

13.1 4.5 ，').5 

100.00 1CO.0~) 100.00 

20.62 21.59 18.52 
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第 四 表

1M.: jJlJ 年 瓦 数|爽重|粒 数 i粒 重|百粒謹
(瓦〉 f瓦) (瓦〉

貿 第一次丘ヶ年平均 15.5 17.0 39.1 I:J.9 :n.7 
施

第二次六ヶ年平均 1~..) 1月.1 35.0 10.8 30.8 

目巴
数 十一ヶ年平均 14.4 15.0 31i.9 12.1 ;~3.0 

指げ一次五ヶ年平均 111000 100.00 100.00 100.00 100.00 
隠
数 第二次六ヶ年平均 87.10 78.24 8!l.61 77.iO D:!.25 

寅 第ー次五ヶ年平均 5.9 6.:¥ 14.0 4.6 :';0.1 
無

第二次六?年平均 1.7 1. t 2.7 O.~ 31.丹

目巴
数 十一ヶ年平均 3.6 B.5 7.R 2.6 32.6 

fa |第畑一
100.()0 100.00 100.00 100.00 100.00 

医
!数 第二次六ヶ年平均 ~8.81 17.46 H).~!J 1¥l.67 95.% 

上表ユ示スヌf如ク第一次平均牧量ヲ基準トジ之レヲ第二次平均

牧畳ュ比較ス lV トキノ、施肥無肥雨区共第二次平均牧量 J、減少ヲ示

スモ共ノ度合，、施肥匝=於7"~、梢多ク無肥区ニ於ア J、特=著ジキ

ヲ見ノ'V.

5) 腐 植 土

腕立ヲ腐植士ニ連作セグ場合=於ア J、失ノ第五表ユ示スヌf如キ

結果ヲ符タ人

第 五 表

区 JJIJ 年 次 数 l英霊 l粒 数 l粒 重|百粒食
「瓦〉 f瓦(瓦〉

!it lS.!J ~O.7 40.1 17.3 3~.8 
施

第二次六ヶ年平均 4.7 3.7 8.5 2.7 日0.1

肥
数 十一ヶ年平均 11.¥ 11.4 26!J 9.:1 31.4 

|指 lME-l100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 
医
数 第二次六ヶ年平均 24.86 17.34 17.67 15.61 91.76 

32 第一次五ヶ年卒均 16.2 18.1 41.7 14.9 3.).~~ 

無
第二次六ヶ年平均 4.3 3.5 8.!J 2.9 31.6 

目巴
数 十一ヶ年2J'・』壬j 9.6 10.3 23.8 8A 3:t:J 

指 y-ぺ100.0内 100.00 100.00 100.00 loo.ro 
区
.fit 第二次六ヶ年平均 2;.93 19.0~ 27.34 1946 S9・3J

上表ニ示ス H如ク第一三た平均牧量ヲ基準トジ之 ν ヲ第二次平均
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牧量=比較スノν トキ J、施肥無肥雨直共第二三た平均牧畳，、著ジキ減

少ヲ示ジ施肥医ニ於ア特=甚ジキヲ見 11/.

以上ノ試験成積ヲ見易カラジムノ'v1/局メ各種土壌エ於ア第一次

平均牧畳ヲ基準トシ之レユ第二次平均牧量ヲ比較セ/'/場合ヲ表示

スレバヨたノ第十一表ノ如ジ.

第十一表

I ~-*平均牧量|同町長 l 十ーヶ年平均 |第次叫量=土 性
牧 量

封スル第二次平均
牧量ノ rT分布

九 え 瓦

施 重 紡 土 17.1 11.2 1:;.9 6ふろO

壌 土 21.4 16.8 18.D 78..iO 

目巴 砂質壌ゴ二 14.1 ]:1.2 1:1.7 !J1.67 

砂 土 1~. !J 10.8 Iol () 77.70 

区 腐 植 土 17.3 '2.7 (1.3 15.61 

無 重 紡 土 !J..l 5.4 '2 ~.:H 

壌 土・ !J4 4.7 6.!l 50.00 

H巴 砂質援士 8.1 ! 5 4.5 18.:)J 

砂 士 4.6 .9 2.6 ]¥).:)7 

区 腐 植 土 ]4.!J 2.D 8.4 !fl. tG 

命以上記述セノν 第十一表ノ成績ヲ回読スレバ失ノ出ー!司ノ如ツ
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第一回 第十一表国説

守

8 

「一一一 二~~I-I一一一「

ノ

， 
¥ 

ノ ¥ 
1，ノ / ¥ 、

/ / ¥ ¥ 

/ ，，、、 ¥ 
、 〆， 

/ / ‘・.、 ¥、 〆， 、、

/ 
r 、

ぐー- 〆， 、 -町田・ -・町・ .， 
， 

、、~ / 
防、

ノ -、 、. ‘・.. 内、、、

降、
、、
N、... 
、 円、

k 
~ 一同ー ーードー一句、、 柏、- 、 J 戸、

、
ト‘、 l、、、』
、、、

ハ、 レ/

--¥¥  ¥ ¥ 、/

-- N ¥ / / 
aφ 

、』 、
， ， ，， 
¥ ¥ 

、、、
¥、、 ¥ 

/ 
、

戸7 、、 ¥、、 、、
"" 、、 ト、、 / 

"" 〆

、 、、、 ， 、 ， 
， ---ー ， 

‘・.

えl

Qo 

η
1

。。寸
J

j

b

ト』

u，

3

I

I

l

l

i

-

-

12 

11 

10 

牧 3

之
量

瓦

/在 金

粘

土

!哀 砂
質
壌
土

砂

土

施肥第一次平均牧n(
施!氾第二次平，M;J!次昆:

施日巴十一ヶ年平均Jj;(量

土

腐
植
パ
土

無肥第一次平均牧量

無肥第二次平均牧長

無肥十一ヶ年平均収量

V 摘要

以上腕豆ノ各種土壌ニ於ケノV 連作試験結果ア摘要スノv=左ノ如

ジ. 
腕豆 J、之レヲ連作ス ;vトキノ、土壌ノ種類ノ如何ニ拘ラズ牧量減

少スノV モ其ノ度合 2、異?叉施肥ノ有無ニヨ 9差異ヲ生ズ。地肥匝=

於アノ、連作ユ守ノレ影響最毛少キ J、砂質壊士ニシア之レユヨたア壌土

砂土重粘土腐植土ノ順位トナノレモ特ユ腐植士川著ジキ影響ヲ蒙ノV

無肥隠=於7"..>、捕地病ノ舟メ各種土壌トモ何レモ生育表へ牧呈著

ジク減少ス.
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111 燕委ノ各種土壌ニ於ケル

連作ニ蹴ス Jレ試験

内 E省H吾唱

I 目 的

II 試 験 方 法

III 口tl日 種

IV 試 ，験 成 京責

V 摘 苔官宵む

工 目 的

本研究ノ目的 J、燕~ヲ重粘土ぅ壌土，砂壊士，砂士及腐植土ノ各稲土

壌 r 連作セノレ場合=共ノ牧呈ニ主n何ナノャ影響ヲ及スヤヲ知ラント

スノV ユア 9。

日 試験方法

試験圃場=方二尺五寸，深サー只五寸ノ無底木枠ヲ設ヶ前記各種

土壌ヲ入レタノレモノニ栽培ス。而iジア各種土壌共施肥及無肥ノ雨直

ヲ設ケ施肥医ニ J、反営リ鯨粕八貫匁，過燐酸石灰六貫匁木灰六貫匁

ノ割合ニ施肥ス

トス。

III c ロロ ヰ重

本試験=供セ /ν 品ltT(~、「ホヲイトペノドヂユーム種」ナ 9

本試験 J、大正九年ョ y大正十四年ニ至 Y 六ヶ年間ノ連作ニア其

ノ試験成績ヲ記述スレバ失ノ如ジ。

VI 試験成績

大正九年ョ 9同十四年=至ノレ六ヶ年間二於ケノV 毎年ノ牧量ヲ調

査スルトキ J、年ユヨ 9気候ノ関係スノレ所大ニジア連作エヨノレ影響

J、明確ュ認メ件ザノレコトアノV え今初メノ三ヶ年第一次)ノ平均牧畳
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ヲ基準トジ之 ν=次ノ三ヶ年(第二衣)ノ平均股畳ヲ比較ジ各種土壌

ユ於グノV 燕婆ノ連作タf牧量=及ス影響ヲ示サバ左ノ如ジ。

1) 重粘土

燕婆ヲ童粘土=連作セノレ場合=於ア J、次ノ第一表品示スガ如キ

結果ヲ符.タ 90

第一表

C総堂、穏数、穏室、粒重山何ν屯十二株ノ総向ヲ以ツテ示ス。以下各表共之=準ズ〉
. 

区 年 ダミ |総重 l穂 政 l穂重|粒「瓦〕 ぐ瓦) (瓦〉

貸 第一次三ヶ年平均 ~56.5 44.:; 142.5 12.5.2 
施

第二次三ヶ年平均 29o.0 59.7 157.6 131.7 

目巴
数 六少年平均 276.2 5e.O 150.1 128.4 

:1第…鞘| 100.00 1ro.00 100.00 100.00 
区
数 第二次三ヶ年平均 115.40 liJl.00 110.60 105.20 

第一次三ヶ年平均 185.4 253 1111.:1 8:.8 

第次二三ヶ年平均 2 6.3 42.3 103.5 82.0 

IJ巴数 六ヶ年平均 1!l3.9 :~，'1.8 102.4 日2.9

t旨|一ヶ年平均| 100.00 IU(1.00 100.CO 
区
数 第二次三ヶ年平均 110.68 lG!l.1 !l 102・17 97目85

上表=示スヌf如ク第一次平牧量ヲ基準トジ之レヲ第二次平均牧

量=比較久ノレトキ J、施肥匝ュ於アノ、第二次ノ牧量増加スノレヲ見ノV。

叉無肥匝=於ア毛僅カユ第二次ノ牧量ヲ滅ジタノV.::. 過ギズ。

2)譲土

燕萎ヲ壌土=連作セノν場合=於ア J、次ノ第二表ニ示スヌf如キ結

果ヲ待タ 9。

区
年

P
H
H
 

総・次 ι巳 〈瓦7(瓦) ぐ五〉
重

目巴

均

均

均

一

均

均

平

平

一

平

平

年

年

平

一

年

年

ケ

ケ

ミ

一

ケ

ク

三
三
司
一
一
二
一
一
一

次

次

ケ

一

次

次

-

一

一

↑

一

二

第

第

六

一

第

銀

賞

数

一

指

数

461ρ 

444.2 

4.52.可

55.3 

73.0 

61.1 

~38.l 203.9 
品白

22R.0 

2::3.1 

18:.8 

1!l;{.4 

E五
100.UO 

!)6・3ti

10000 

132.01 

100.CO 

!l3.76 

100.00 

89.65 
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区 別|年 次 r~'@ 00重|穂

無

;12;之江::l

~E6.9 

285.8 

~86.3 

100.00 

99.62 

38.0 

54.0 

46.。
100.00 

142.11 

重|粒重
〈瓦)瓦〉

151.8 

]41.3 

1-16.5 

100.00 

93.08 

129.8 

] 12.7 

121.3 

100.00 

86.83 

胞

区

上表ユ示スヌf如ク第一次平均牧量ヲ基準トジア之 ν ヲ第二次平

均牧量=・比較スノV トキ J、施肥直ニ於ア J、10・35%，無肥直ニ於ア J、

13・17%ノ牧量ノ減少セグヲ見 JV。

3)砂譲土

燕婆ヲ砂壌土=連作セノν場合=於ア J、次ノ第三表=示スガ如キ

結果ヲ得タ 90

第 表

区 年U
H
 〈瓦〉 ぐ瓦〉

重
ぐ瓦〉

施
安 l第一次三ヶ年平均

第二次三ヶ年平均

数|六ケ年平均

442.5 

413.0 

417.8 

100.00 

。7.75

52.0 

71.0 

211.4 

209.3 

210.9 

100.00 

99.01 

180.1 

172.3 

176.2 
胞

100.00 

無

資|第一次三ヶ年平均

|第二次三ヶ年平均

数|六.ヶ年平均

指 1.第一次三ヶ年平均
底
毅|第二次三ヶ年平均

6~.0 

100.00 

13o.56 9.).67 

H巴

214.3 

21)6.0 

250.~ 

35.0 

48.0 

41.3 

139.3 

125.2 

132.2 

106.7 

100.7 

]03.7 

区
指 i第一次三ウ年平均

数|第二次三ヶ年平均

lCO.OO 

104.79 

100.00 

137.14 

100.00 

89.88 

100.00 

94.38 

上表ニ示スヌf如ク第一次平均牧量ヲ基準トジ之レヲ第二次平均

股量エ比較スノV トキ J、施肥匝=於'7~、 4 ・ 33%，無肥直=於ア J、 5.62% 

ノ牧量ヲ減少セノV ヲ見ノVo

4)砂土

燕委ヲ砂土=連作セ IV場合=於ア J、次ノ第四表=示スヌf如キ結

果ア得タタ。
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第 四 表

区 ip 次 1総霊 1穏
〈充〉 ぐ瓦) (瓦〉

施 主f
第一534三ヶ年平均 3~4.4 4:1，0 166.0 141.4 

第二次三ヶ年平均 3;)2.0 68.0 173.0 145.5 

sll 
数 六ヶ年平均 3;18.2 55.7 ](l9.8 U3.5 

:1第一年平均l100.00 100.00 100.00 100.00 

区|設 第三次三十年平均 1 C8..'i [ 1~8.14 104.~2 10~.!J 0 

~ 主主
EEL-次三ヶ年平均 ]59.7 26.0 110.:1 69.7 

第二次三ヶ年平均 U5A 40.0 83.4 66..5 

肥
数 六ヶ年平均 167.5 3:3.り 101.5 68.1 

:tli 10u.00 100.00 100.')0 1ι0.00 
区
数 第二次三ヶ年平均 ¥)1.05 15:l.85 71.71 ¥l5.4t 

上表=示スヲf如ク第一次平均牧量ヲ基準トシ之レヲ第二次平均

牧量=北較スノν トキ J、施肥匝=於ア J、第二次ノ牧畳僅カ=増加ス

ノνヲ見ノ.V"l':無肥直ュ於ア J、4・59μ ヲ第二次牧量=於ア減ジタノV ヲ見

ノ'Vo

5)腐植土

燕婆ヲ腐植土=連作セノV 場合=於ア J、失ノ第五表=示スガ如キ

結果ヲ符。

第. 五 表

区 別 l 年 次 数|穏議 l粒重
〈瓦) 「瓦(瓦〉

施 |A| tiz-zk三ヶ年平均 60.5 80.0 27¥l.6 2:¥7.0 

第二次三十年平均 562.4 !J5.0 29?1 ~47.6 

肥|一|六ヶ年平均 5S1.4 90.:.~ ~8j.~ 202.'3 

指 第一次三少年平均 100.00 10J.00 iOO.OIl 100.00 

直毅l第一イ 93.66 11r.47 101.47 9887 

苦手 寅
第一次三ヶ年平均 5.5G.8 79.0 261.1 217.') 

第二次三ヶ年平均 487.8 90.0 2~8.3 184.3 

肥|数 六少年平均 522.3 S4.5 241.7 200.7 

指同一年平均l100.00 100.00 100.00 1， 0.00 

区|数 第二次三ヶ年平均 87.61 11:3.92 87.4l、 84.¥):: 

上哀・ニ示スヌf如ク第一次平均牧量ヲ基準トジ之 ν ア第二次平均
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牧畳=比較スノV トキ J、施肥匡=於ア J、第二次ノ卒均牧量僅カュ

I.I3%減少セ JV=-過ギザノV 毛無肥直=於ア ρ 第二次平均牧量15.07併

ヲ蹴ゼ Y。
以上ノ試験成蹟ヲ見易カラジムノV ガ魚メ各種土壌ユ於ア第一次

平均l段量ヲ基準トジ之 ν ニ第二次平均牧量ヲ比較ス νバ第十一表

ノ京日ジ。

第十一表

l亘
I ~-~2jt.lóJ!& :Ill: I m=~2jt.V-;Jll:\C it I :r-~If.1JS.ló.JJ!!，c it I一吋士. 性 第一次平均牧章 第二次卒均牧量 7z次平平均牧量 100トシテノ ニ

}J1j 次平均牧量ノ指敏

瓦 瓦
128瓦4 

施 重 粘 土 125.2 13l.7 105.20 

援 土 203.!J }82.S 193.4 8!J.65 

E巴 砂質壌土 180.1 172.3 176.2 ¥).5.67 

砂 辻二 14 J.4 145.5 143. i 102.90 

区 腐 植 土 23i.0 24i.6 :!62.2 104.47 

無 主 粘 8:'.S 82.0 82.9 97.85 

壌 土 129.8 112.7 121.3 86.83 

日目 砂質壌土 106.7 100.7 103.i 94.38 

砂 土 69.7 (;u.fi 6月.1 !J5.41 

区 腐 植 土 21i.0 184.3 200.7 84.93 

f~J 以上ノ第十一表ノ成績ヲ園競スレバ究ノ第一国ノ如 γ。

く次頁参照〉

V 摘要

以上ノ各種土壌=於グノν燕憂ノ!連作試験結果ア摘要ス )V.:o， 左ノ

女日ジ。

燕委 J、土壌ノ種類ノ如何ユ拘ラズ連作=ヨ 9受グノV 影響少キヲ

刀ミス。

施肥区二於アハ霊平llj土，砂土腐植士ノ三種 J、第二衣平均牧量，、第

一衣平均牧量ニ比ジア増加ヲ示ジ砂質壌土，、僅カ品減牧ア示ジ壌

土=於ア硝多クノ減牧ヲ見 JV.:o， 過ギズ。

無肥匝ユ於ア J、何レノ種類ノ土壌モ第二次平均牧量 J、第一究平

均牧量=比ジア減牧ヲ示ス毛重粘土，砂土，砂質壌土ノ三種 J、僅カユ
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第一間

第十一表園設

2bo 

l $0 

2 qo 

l30 

220 

210 

:1 00 

I守o

18D 

I7D 

Ibo 

150 

1</0 

130 

/20 

110 

100 

守0

牧
Uo 

量
70 

五

/時
土 土

腐

植

土
土

砂
質
漢
土

砂壌

ー一一ー一一ー施肥第一次卒均吹畳

-----邑田園田園施肥第二次卒均牧量

施肥六ヶ年卒均牧量

一一一一一一一一無肥第一次平均牧量

一一一一一一一一一一無肥第二次苧均枚重

無肥六ヶ年平均牧量

減牧ジ腐植土壌土ノ二種=於ア梢々多ク減牧ス。

以上ノ結果ニヨノV トキ J、燕萎 ρ 堪連作性強キ毛ノナノ'V.，.，."明カエ

V ア尚六ヶ年栽培ノ線平均牧量，、之ヲ見 lV時腐植士最毛頁好旦ジ

ア之=衣グ毛ノ J、壊士，砂質壊士，砂士3重粘土ノ順位トナノVo
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IV 馬鈴薯ノ各種土壌ニ於ケ Jν

連作ニ関スル試験

内 モ巴hー

I 目 的

II 試 験 方 法

III 口口口 種

IV 試 験 成 キ賓

V 摘 要

z 目 的

本研究ノ目的，、馬鈴薯ヲ童粘土壌土砂壌土砂土及ピ腐植土ノ各

種ニ連作セノレ場合=其ノ股畳上ニ如何ナノV 影響ヲ及スヤラ知ラシ

トスノレユア 9.

II 試験方法

試験圃場品方二尺深サー尺五寸ノ無底木枠ヲ設ケ共ノ lt:.各種

土壌ヲ入レタノV 毛ノニ栽培ス而シア各種ノ土壌共施肥及ピ無肥ノ

雨R[7'設ケ施肥l直ユ J、反営 9鯨柏十貫匁過燐酸石灰六貫匁木京六

貫匁ノ割合 a施ス而ジアー枠内=一株立トジア栽植ス

III 1:1 
ロロ 種

本試験=供セ y 馬鈴薯ノ品種ハ[アー 9ーローズ]種ナ，. 

本試験 J、大正七年ヨ 9大正十四年=至ノV 八ヶ年間連作セノレ毛ノ

ナノV 毛其ノ間年ユヨ 9萎縮病ニ擢リタノV 毛ノアレバ其ノ被害ノ特

=甚ジキ毛ノ J、之レヲ省略ジア其ノ試験成績ヲ記述スノ'V.;::;.次ノ如

V. 

IV 試験成績

大正七年ョ 9大正十四年=至 )V八ヶ年間=於ケ ;V毎年ノ股量ヲ

調査 v市シア初メノ四ヶ年(第一夫)ノ平均牧量ア基準トシ之レユ究
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ノ四ヶ年(第二次)ノ平均牧量ア比較ジ各種土壌=於ケノV 馬鈴薯ノ連

作ヌf牧畳=及ス影響ア示サバ次ノ如 γ.

1 )霊 粘 土

馬鈴薯ア重粘土ユ連作セ Y 場合=於ア J、三たノ第一表=示スヨf如

キ結果ヲ得タ人

第一表

〈個Jii及ピ重量ハー株=於ケル数量トス。以下各表弔問ジ〉

区 年 次 イ周 数
重 量 平均一例重量
C瓦〉 C五〉

究 ~~一次四ヶ年平均 11.2 680.7 54.4 
施

第二次l司ヶ年平均 1.).') 648.0 44.4 

肥
数 i¥.ヶ年平均 13. ! 6f4.3 49.4 

指 l-lヶ年平均|
100.00 100.00 100.00 

区
数 第二次四ヶ~卒.)óJ 138.:;9 9，).20 8 I.6~ 

!質 第一次四ヶ年平均 10.8 :1s2.雪 3.1.0 
知よ

第二次四ヶ年平均 8.1 222，7 26.8 

11巴
数 ヘヶ 1p卒均 g.! 2D2.0 30.4 

i指|…押均| 100.00 100.00 10(1.00 
区
数 第二次四ヶ年平均 ¥)7.i 7 61.38 78.82 

上表ェ示スヲf如ク ut一次平均牧量ヲ基準トジ之レヲ第二三た平均

牧量=比較スノV トキ J、施肥医=於ア J、第二次ノ平均牧畳僅カ 4.80

併ヲ減ズノV ニ過ギザノV 毛無肥区=於ア J、第二次ノ平均牧量 38.62% 

ノ多量ヲ減ズノV ヲ見ノV.

2)壌土

馬鈴薯ヲ壌士=連作セノν場合ユ J、次ノ第二表=示スガ如キ結果

ヲ j早タ?。

をずτ 一・ 三五
' ..... t-J イ"、

区 年 Eた f同 数 重 量 平均一個重量
〈瓦〕 ぐ瓦)

1'r 第一次四ヶ年平均 24.8 1026.() 4~.1 
b白

第二次四ヶ年平均 19.3 9tiG.3 52.1 

数 八ヶ年平均 22.0 996.8 48.6 
目巴

指|…ヶ問
100.0 ) 100.('0 11'0.00 

区
数 第二:J(四ヶ年平均 77.42 ¥)4.l0 115.52 
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区 年 次 側 霊ぞ瓦〉量
| 平均 -1悶

(瓦1

究 第一次四ヶ年平均
12.3 f)~G ，3 41.[ 

~ 
第二次回ヶ年平均 ]3.0 417.:> 34.!l 

数 八ヶ年平均 12.0 471.9 3d.2 
目巴

t旨
日一均|

100.00 ]01'.00 100.00 
区

第二失四ヶ年平均 ]05.(9 79.33 数 84.30 

上表ニ示スヲf如ク第一失平均l牧量ヲ基準トジ之レヲ第二次平均

牧量=比較スノレトキノ、施肥区=於ア J、第二弐平均牧量僅カ 590 % 

ヲ減ズノV ニ過ギザノレ毛無肥匝ニ於アノ、第二次平均股量 20.67μ 減少

セノV ヲ見 IV。

3)砂壌土

馬鈴薯ヲ砂壊土 a 連作セノV 場合品川次ノ第三表=示スタf如キ結

果ヲ符タ人

第
一
個次

表

平均ー例重量
(瓦)「瓦〉

方位
3ミl第一次四ヶ年卒均
第二次回サ年平均

致 l八ヶ年平均肥 I--. I 

指|第一次四ヶ年平均|
区 I~. 1M.. _ _， ..". ，_ _.. I 
数|第二次四ヶ年平均 l

無
究|第一次四合主J三平均

|第二次回ヶ年平均

数|八ヶ年平均

指|第一次四ヶ年平均|

数!第二次四世年平均|

目巴

区

12.5 

].5.0 

13.8 

661.0 

814.6 

5i.8 

Gl.2 

7J4，'l 59.5 

100.00 

1~0.1)0 

100.00 100.( 0 

105.88 1::li.20 

11.0 

] 1.0 

11.0 

4lG.7 

4lo.4 

36.3 

;;9.3 

4:; 1. i :1.78 

100.00 

1CO.00 

100.00 

!l3.'3::l 

JuO.OO 

1( 8.~6 

上表=示スガ女flク第一三た平均股量ヲ基準トジ之レヲ第二次平均

牧呈ニ比較スノV トキノ、施肥区=於ア J、tJI二次ノ平均牧量増加スノV

ヲ見ノV又無肥区=於ア毛僅カ=第二次ノ牧量減ジタノV ユ過ギズ。

4)砂土

馬鈴薯ヲ砂土=連作セ/レ揚合エ J、三たノ第四表ニ示スガ如キ結果

ア符タ 9.
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第 四 表

主F ヲc イ凶 数 Z立 f詮 平均一個重量
〈瓦〉 ぐ瓦〉

1芝 第一次ニヶ年卒均
13.3 671.3 51.7 

古伝
第二次回ヶ年平均 17..5 760.6 44.4 

肥
数 七-7年平均 15.7 722.3 47.6 

指|日一均|
100.りO 100.' 0 100.00 

区
数 第二次回ヶ年平均 131.57 113.30 85.E8 

大正十年皮，萎縮Ji内ノ被害甚シカ Pシ1itメ之 νヲ省夕、従.;)テ第一次，、三ヶ年平均トス

12 
第一次ニヶ年平均 8.0 35:J.5 46.5 

無
第二次四ヶ年平均 10.5 312.2 31.4 

数 六ヶ年平均 9.7 316.9 36.3 
目巴

指|第一次ニヶ年平均 100.00 100.00 10(i.CO 
区
数 第二次四ヶ年平均 131:~.j 88.:l2 67.53 

大正十八年~トJノ雨年皮ハ萎縮病ノ Pメ之レヲ省P、従ヴテ第ーヨわ、ニゥ年平均トス

上表=示スガ如ク第一次平均牧量ヲ基準トジ之レヲ第二次平均

牧量=比較スノレトキ J、施肥巨=於ア J、第二次牧量増加ス JVヲ見ノレ

屯無肥匝=於ア J、減牧ヲ示ス。

5) 腐 植 土

馬鈴薯ヲ腐植土=連作セノレ場合ユ J、次ノ第五表ユ示スガ如キ結

果ヲ得タ人

第 五 表

年 ヨた f周 数 主主 量 平均一個重量
「瓦〉 (瓦)

E雪 第一次三ヶ年平均 27.0 ]45::).7 54.6 
施

第二次回ヶ年卒均 23.il 81C.う 49.2 

目巴
数 七ヶ年平均 24.8 1087.7 51.4 

|指 l第一叶 100.00 lOr.OO 100.00 
区
数 第二次回ヶ年平均 SC.30 5.3.Sう:3 90.10 

大正十.!F皮ハ菱総病ノタメ之 νヲ省P、従少テ第一次ハ三ヶ年平均トス

質 *~一次四ヶ年平均 ]3.3 891.9 68.5 
無

第二次回ヶ年平均 1:?2 459.9 50.8 

目巴
主t 八ヶ年平均 12.8 6759 59.6 

指!…刊

100.00 100.00 100.00 
区
数 第二次四ヶ年平均 92.48 51.56 74.16 
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上表ニ示スガ:如ク第一ヨた平均牧量ヲ基準トジア之 ν ヲ第二次卒

均牧量=比較スノレトキ J、施肥無肥雨匡共=第二次牧畳=於ア著ジ

ク減牧ヲ示ス

以上ノ試験成績ヲ見易カラジムノV ガ魚メ各種土壌=於ア第一失

第二衣平均牧量八ヶ年平均牧量及ピ第一次平均牧量ヲ基準トジ之

レa 第二三民平均牧量ヲ比較セノV 場合ヲ表示ス ν バ衣ノ第十一表ノ

如ジ。

第十一表

I ~-?k.q;:.0J J!X:fI!:: I ~=?k.q;:.léJ J!Xii!: I i\.7~.q;:~J&;!ìi: I第一次刊書チ土 性 第一次卒J壬J4文量 第二次平均牧量 八ヶ年平均牧量 100トシテ 士

次卒均牧量指数
瓦 比 瓦

重 手占 土 680.7 648.0 661.33 9.j .~0 

壌 土 1026.9 日66.3 996.78 91.10 

砂質疑土 66Lり 844.6 7.54.30 127.20 

砂、 土 671.:1 760.6 722.~òO 113.30 

腐 植 土 14.5il.7 810.6 1087.67 5u.82 

重 f占 土 362.8 222.7 292.!i0 61.38 

援 士. 521i.3 417.!) 471.93 79.33 

砂質壊土 446.7 416.4 4:)]，54 9:1.22 

砂 土 353.5 312.2 326.95 88.:l2 

腐 植 土 891.9 4ろH.9 675.90 5l.56 

向以上ノ第十一表ノ成績ヲ園設スレバヨたノ第一回ノ如シぽ頁参照〉

V 摘'要

以上ノ各種土壌=於ケノV馬鈴薯ノ連作試験結果ヲ摘要ス IVニ次

ノ如ジ.

施肥区=於ア J、砂質壌土砂土ノ二種 J、第二次平均牧量 J、第一究

平均牧量=比ジ増加ヲ示ジ壊士重粘土ノ二種 J、僅カノ減牧=過ギ

ザノV 毛腐植土 J、著ジグ減牧ス無肥ß[~於7' /、何 ν ノ種類ノ土壌毛

第二衣平均牧量 J、第一次平均牧畳=比ジア減牧ヲ示ス毛砂質壌士

J、僅少ユジア砂士及壌土ノニ種，、稲多ク重粘土及腐植土ノ二種，、

最毛著ジ.
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以上ノ結果=ヨノV トキ J、応鈴薯 J、土壌ノ種類=ヨ 9堪連作性フ

異ニス而シア八グ年平均牧量ヨ 9見レバ腐植土最毛多クコレニ次

グ屯ノ J、壌土砂質壌土砂土重粘土ノ順位エア人

第一回

第十一表間設

争

220 

21。
20 

1'10 

]80 

170 

Ibo 

IS 

1'/ 

13 

12 

110 

/0 

.， 
8 

ι 

s 

欣

景/主 主
粘

土

援

土

砂
質
壌
土

砂

土

腐

植

土

施se!第ー次平均*=量

施肥第二次~均*=量

施se!i¥.ヶ年平均J!k量

無H巴第一次平均取量

生革、肥第二次卒YCj牧量

無胞i\.ヶ年卒止~J J!k量
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V 菜豆類及腕豆ノ:輪作ニ関ス Jレ試験

本試験 J、小手亡フ長主53金時?熊本|態元ノ各菜豆類及腕豆ヲ輪作セノV

場合牧量上=受ク }V影響ヲ知フントシア行ヘノV モノユシア試験方

法 1・ジア J、上記ノ各菜豆類及腕豆ヲ本皐農場試験困ユ各十坪宛栽

培スー而ジア其ノ輪作順序 ... n ~たノ如ジ。

lk十寸~第 一 一 一一 四 五 区一
(前 年 物 青 腕 豆 日隠元|金 時 長 ミ~1l、 中生小手亡

'1'生小手亡 背腕瓦熊本隠元 ノ品、ム 時 長 喜志

輪作第二年目 長 喜志 中1:小手亡 背 腕 主主 熊本隠元

輪作第三年目 金 時 長 鶏 中生小手亡 青 E知 豆

輪作第四年目 熊本隠元 ノ~ム 時 長 鶏 中生小手亡

本試験ニ於ア J、施肥料医無肥料 l亙ノ二区ア設ケ施肥料直 =ρ 各

菜豆類及抗豆ヲ通ク反宮鯨粕六貫九百匁，過燐酸石灰三賀六百匁木

友十二員六百匁ノ割合=施セ人叉上記ノ各菜立類及腕豆ヲ他ノ作

物ト普通輪作ニセノνモノヲ施肥1!fu肥雨区ヲ設ケア標準区トセ 9。

而ジア其ノ試験成績 J、次表ノ如シ。

種類並=

nBT u f主 刀。

fj、 手 亡
長 主主

tJ~ !時

熊本隠元

青 腕 豆

原ー 準

菜立類及腕豆牧量表〈反笛換算〉

(四7<1j三平均量7示スJ

区 試 量生 区 標準区=-1，!- ^ル
試験 l長ノ百分率

施日巴区| 無目巴区 施 JJ巴区|無肥区 施肥区 l無胞区
佐3 石 h 石

1.{998 1.1450 ].:)84リ 1."u28 93.75 11[1.02 

1.5542 1.0293 ].64:13 .6298 ] 03.73 61.19 

1.5b50 1.1140 1.4060 .919.5 v0.42 82.04 

1.4.588 1.1 ~3 "i ].丹82.) .9137 91.77 79.90 

l.li!lO 1.370:1 ].17与O 1.2145 !l!l.G6 E8，fi3 

上表=示ス輪作試験結果ュョ νバ供試ノ菜豆類各品種 J、施肥ノ

如何ユヨタ多少ノ差異アノV モ蹴ジア椋準匡=比ジ著シキ減少ヲ見

ズ。只ダ無肥匝ニ於ケ }V小手巳 J、瓦好ユシア長持 J、不瓦ナ， .其ノ他
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J、殆シ 1・大差アラザ ;V成績ヲ示ス青腕豆=於ア比較的好成績ヲ示

アセノレ J、植物事上属ヲ異=セノV 菜豆類ト輪作シタノレ結果品依 JVュ

9 アラザノV ヤヲ考へラノν向此ノ勲=闘ジア J、目下研究ヲ準メッ、

従ツア菜立類，、次項(VI)ノ連作試験成績ニ示スヌf如ク堪連作性ノ

キ，、著 νキ減牧ヲ呈a セザノV ヲ示ス作物品川非ラザノV 毛輪作スノV ト

向上記試験成績ヲ曲線二ア示ナバ次固ノ如 ν。

菜豆及腕豆牧量比較閏

2。

11。

9

8

7

6

5

q

 

h
m

鴎
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同

副

uv
様

2 
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青
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熊
本
隠
元

金長

1・
。

小

手

亡
時

区

区
施

無

鶏
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VI 菜豆類及腕豆ノ:漣ニ作関スル試験

本試験 J、少手口，民主払金時，熊本隠元等ノ各菜豆類及腕豆ヲ連年同

一ノ土地ユ栽培ジ連作ニヨ 9 牧量上 a 如何ナノV影響ヲ受グノV~ ノ

ナノV ヤヲ知ラントスノV ニア 9.試験ヲ行へ JV土地ノ土性 J、砂質壌土

ニジア栽培面積 ρ 作物一斑類ユヅキ十坪ナ 9.而ジア施肥料及無肥

料ノ雨区ヲ設ケラ施肥料匡:.-'、反雷タ鯨粕十二貫!fJ.，過燐酸石灰三貫

五百匁，木灰十六貫匁ノ割合エ施肥セ 90

市ジア本試験，、前項 (V)記載ノ菜豆類及腕豆ノ輪作試験ト同時

=行ヒタノV モノナノレユヨ 9該試験=於ケノν前三ヶ年間ノ結果ヲ此

庭ユ引用ジ共ノ成績ト本試験成績;トヲ比較セ lV.:;.次表ニ示スヨf如

長〆。

種類並=

日仁目官 号室 }lU 

手 亡

長 草E
ノ~ふ 時

熊本隠元

背 碗 豆

輸 作

菜豆類及腕立牧量表〈反常換算)

(三ヶ年平均収量ユテ示ス〉

区 連 作 区 輪作区=針ス IV
試験医 J 百分率

施肥区|無目巴区 施肥区|無日巴底 施肥区|無肥区

1.記1i900 
，fJ ε， 石

1.142 ) 1.:~;~.50 .ô~52 83.96 54.75 

1.7700 1.3640 .776i .2~1.JO 43.88 17.16 

1.71::0 1.3.，50 .9400 .2010 54.91 ]4.83 

1.1:100 1.1500 .o61i .2147 46.27 21.28 

1.04()0 1.3330 .lG55 .2100 18.64 1.58 

上表=示セノV 試験結果ヲ 9見 JVユ長鶏，金時，熊本隠元ノ三種 J、有

肥区=於ア J、牧量ノ約竿減セノV ヲ見.無肥医=於アハ向著ジキ減牧

ヲ示ジ小手巴 J、減牧ノ賦態稿少ク腕豆最毛著ジ。

以上ノ結果ヨ 9スレバ長鶏，金時点目本隠元等 J、連作ノ影響著ジキ

モ小手口 J、是等=比ス V J.....連作ノ影響，、少ジ。従ヅア菜豆類毛其ノ

品種ユヨ 9堪連作性ニ多少ノ差異アノV ヲ示ス。之レヲ要ス JVニ菜豆

類 J、堪連作性ノ作物ユ J、アラザ JVモ腕立ノ如ク著ジカラズ。然ジ大
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小豆=比ス ν ...t".il甚連作性劣 JVヲ知ノv。
向上述ノ試験結果ヲ曲線ェア示サバ弐固ノ如 ν。

，.. 

守0

~o 

河!
E由主 ワ0z ‘ 

苦手 /，0 

陣

吋 50

340 
JO 

.20 

10 

o 
11、
手

亡

菜豆及腕豆牧量比較圃

長 金 百E
本
E雲

弱 時 フロ

施肥底

無肥区一一一ーーーーー

育

E港
豆



正 諜 表

段 設

E [9 欠

5 22 年手日
20 第十三表 3 52.9 .529 

25 9 3 表 3 3・7063 3.6759 

30 第一表 3 2・7[50 3.7150 

30 第二表 [5 11.23 [01.23 

30 第二表 17 017.07 [07.07 

31 9 2 表 華字積C糠〉 容積〈糎3)

31 9 3 表 3 9l.3 91.43 

39 9 2 表 3 積重 程賞

40 9 5 表 2手積f瓦〉 容霊(瓦〉

42 9 5 表 z 61.7 63I.7 

44 I 表ノ次 次表ノ

47 表〈上】 3 5・38 57・38

56 第一表 6 I3I.09 134.09 

56 第一表 8 26.3 206.3 

58 第五表 3 60.5 600.5 

60 3 、 y、之チ見ル時 ヨリ之ヲ見常時介

63 第二表 6 )05・9 105.69 

63 第三表 9 3・78 37.8 

64 第四表 3第一次二ヶ年平均第一夫三ヶ年平均

67 表〈上) 2 前年物 前作物

68 3 ヤテ ヤト

69 I 連=作 蓮f下=
69 2 少手亡 小手亡


